
（1） むなかたタウンプレス

宗像市公式ホームページアドレス
 http://www.city.munakata.lg.jp/
メールアドレス
 koho@city.munakata.fukuoka.jp

は、市広報紙以外の団体発行物です。

広報・報道係では、常用漢字と新聞用字用語集を基本に、市独自の用字用語を定めて編集しています。電話＝☎、ファックス＝ FAX、メール＝メール、ホームページ＝ＨＰとして表記しています。
また、市民のみなさんの居住地は、コミュニティ地区名で表記しています。

1〜7･12〜19 8 9･10 ユリックス・
サラダ

11 18・19 19・20 20

お知らせ 農業委員会
だより

事務組合
だより

市民学習
ネットワーク

施設
だより 市民 そうだん

　７月２日（月）〜９月７日（金）の月〜金曜日、
９:00から20:00まで〈８月13日（月）～同15
日（水）を除く〉、平成22年比10％以上の節電
が求められています。
　市役所や公共施設では、目標達成に向けて
節電に取り組んでいます。
　一人ひとりの取り組みが大きな力になります。
市民のみなさんも熱中症に注意して、できる限り
節電に協力をお願いします。

平成23年度「わたしにできる省エネ活
動」ポスターコンクール入賞作品、代田
和輝さん（入賞当時、赤間小5年）の作品
＊他の入賞作品は、市 ＨＰ（左記）で紹 
　介しています

一人ひとりの取り組みが大きな力に
節電しよう！
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講
師
の
宇
梶
さ
ん

【
著
書「
不
良
品
」か
ら
】

弱
い
自
分
で
も

情
け
な
い
自
分
で
も

あ
き
ら
め
さ
え
し
な
け

れ
ば
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
は
い
つ
で
も
立
て

る

【
今
な
お
残
る
同
和
問
題
】

　
同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の
歴
史
の
中
で
つ

く
ら
れ
た
身
分
差
別
で
、
一
部
の
国
民
が
今
な
お

差
別
を
受
け
て
い
る
と
い
う
事
実
で
す
。

　
例
え
ば
、
日
常
生
活
の
中
で
、「
同
和
地
区
は

ど
こ
」
と
探
っ
た
り
、
結
婚
の
と
き
に
相
手
の
出

身
地
を
調
べ
た
り
す
る
な
ど
の
行
為
が
あ
り
ま

す
。
最
近
で
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

差
別
的
な
情
報
を
載
せ
る
行
為
も
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
差
別
的
行
為
は
絶
対
に
し
て
は
い

け
な
い
こ
と
を
、
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■問い合わせ先
　自然環境課　☎（36）1130

【市人権講演会】

●日時　７月25日（水）
▽開場＝12:30
▽実施＝13:30～15:30
● 会 場　 宗 像 ユ リ ッ ク ス・ 

　　　 ハーモニーホール
●演題　「転んだら、どう起き 
　　　　る？」
●託児　無料（５カ月～６歳）
＊託児のみ要予約

●その他　手話通訳あり
●予約・問い合わせ先
　人権対策課　☎（36）１２７０

入場
無料

愛広がる人権のまちに愛広がる人権のまちに

７
月
��
日
（
水
）

市
人
権
講
演
会

「
転
ん
だ
ら
、
ど
う
起
き
る
？
」

講
師　

宇
梶
剛
士
さ
ん
（
俳
優
）

〜
関
連
イ
ベ
ン
ト
〜

【
市
街
頭
啓
発
】

●
日
時
　
７
月
２
日
（
月
）
午
後
４
時
〜

●
場
所
　
市
内
事
業
所
７
カ
所

【
県
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
講
演
会
】

●
日
程
　
７
月
21
日
（
土
）

●
会
場
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
　
　
　（
春
日
市
原
町
３
・
１
・
７
）

●
内
容
／
時
間

▽
「
炭
坑
節
実
演
」
／
午
後
１
時
～
同
１
時
40
分

▽
講
演
「
炭
坑
と
人
々
～
山
本
作
兵
衛
さ
ん
の
描
い

た
世
界
」
／
講
師
・
安
蘇
龍
生
さ
ん
／
午
後
１
時

45
分
～
同
３
時
15
分

▽
映
画
「
炭
鉱
に
生
き
る
」
／
午
後
３
時
30
分
～
同

４
時
40
分

　

７
月
は
、
県
下
一
斉
の
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。
市
で
は
、
期
間
中
、
人
権
に
関
す
る
街
頭
啓
発
や
講
演
会
な

ど
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
。
人
権
講
演
会
で
は
、
俳
優
の
宇
梶
剛
士
さ
ん
を
招
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
来
て
く
だ
さ
い
。

【
宇
梶
剛
士
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

▽
昭
和
37
年
、
東
京
都
生
ま

れ
▽
小
・中
学
校
で
は
、野
球
に

没
頭
。
高
校
２
年
生
で
暴

力
事
件
を
犯
し
退
学
。
少

年
院
で
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の

自
伝
を
読
み
、俳
優
を
志

す
。
明
治
大
学
付
属
中
野

高
等
学
校
定
時
制
を
卒
業

●
主
な
出
演
　「
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ー
ド
」「
大
河
ド
ラ
マ
・

平
清
盛
」「
ワ
イ
ル
ド
７
」

な
ど

▽
今
年
50
歳
を
迎
え
、
劇
団

「
５
０
０
歳
の
会
」
を
結

成
。
旗
揚
げ
公
演
「
い
つ

か
見
た
男
達
」
を
上
演

▽
著
書
「
不
良
品
」「
転
ん

だ
ら
、
ど
う
起
き
る
？
」

さつき松原

江口

皐月橋

釣
川

交通規制図

玄海ゴルフ場

瀬戸
交差点

上八交差点

玄海の家

玄海東
小学校

●期間　7月13日（金）～8月10日（金）
●区間　江口・市道光星原10号線付
　　　　近～上八交差点
●対象　指定車や許可車、軽車両
　　　  を除く全車両
■問い合わせ先
▽生活安全課　☎（36）５０５０
▽宗像警察署　☎（36）０１１０

さつき松原
車両通行止め

海水浴期間中の
交通混雑解消などのため

【
市
人
権
対
策
課
か
ら
】

　「
21
世
紀
は
、
人
権
の
世

紀
」
と
言
わ
れ
て
10
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
。こ
の
間
、

国
や
県
、
市
町
村
で
は
、
人

権
教
育
・
啓
発
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て

一
定
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
人
権
侵
害
は
依

然
と
し
て
、
同
和
問
題
、
女

性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障

が
い
の
あ
る
人
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
犯
罪
や
差

別
表
現
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
へ
の
風
評
被
害
な

ど
、
新
た
な
人
権
侵
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
権
侵
害
を

防
ぐ
に
は
、
私
た
ち
が
日
ご

ろ
か
ら
、
人
権
講
演
会
や
研

修
会
に
参
加
し
て
人
権
感
覚

や
人
権
意
識
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
回
、
講
演
会
の
テ
ー
マ

は
「
転
ん
だ
ら
、
ど
う
起
き

る
？
」。
宇
梶
さ
ん
の
体
験
か

ら
生
ま
れ
た
力
強
い
話
を
、

ぜ
ひ
聴
い
て
く
だ
さ
い
。
多

く
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。



他店ご購入メガネの修理も承ります。￥18,900
超薄型HOYAレンズ付セット

宗像市土穴２丁目１-17 （福銀となり／Ｐ福銀うら兼用へ20台あり）
電話（33）7738 
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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

●主催　三実業団（関西・中国・九州）陸上競
　　　技連盟
＊市、市教育委員会後援
●日時　10月28日（日）9：00、宗像市役所　　
　　　スタート・フィニッシュ
●コース　６区間42.195㎞（下図参照）
●参加実業団（予定）　京セラ、ワコール、天満屋、

　今年も「実業団女子駅伝西日本大会」が宗像市と福津市を結ぶコースで開催。西日本のアスリートが華々しく駆け抜けます。
市民のみなさんの温かい応援と協力をお願いします。

九電工、TOTO、十八銀行他
【ボランティア募集】
●内容　沿道の交通整理、応援者整理など
●対象　18歳以上の市民で、事前説明会（８月
　　　下旬開催予定）に出席できる人
●募集人数　先着200人
●申込方法　７月27日（金）までに、市民活動推

　進課へ次のいずれかの方法で申し込む
▽☎（36）１５４０
▽①住所②氏名③年齢④性別⑤電話番号⑥メー
ルアドレス（パソコン、携帯電話いずれも可）
を明記して、 FAX（36）０２７０
▽メール katudou@city.munakata.fukuoka.jp

 宗像・福津コースを駆け抜ける

「2012実業団女子駅伝西日本大会」 
10月
28日
 （日）

歩
こ
う
会

歩
こ
う
会

歩
こ
う
会

宗
像
市
を

宗
像
市
を

宗
像
市
を

　
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主

催
す
る
歩
こ
う
会
。
健
康
づ
く

り
の
第
１
歩
は
手
軽
な
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
か
ら
。
さ
あ
み
ん
な
で

出
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
南
郷
地
区
】

「
朝
野
古
墳
公
園
～

西
福
寺
ハ
ス
鑑
賞
」
コ
ー
ス

（
約
６
・
５
キ
ロ
）

　
南
郷
コ
ミ
セ
ン
か
ら
、
田
園

風
景
の
夏
を
感
じ
な
が
ら
歩

き
、
朝
野
古
墳
公
園
の
朝
町
竹

重
遺
跡
を
見
学
。
西
福
寺
で
ハ

ス
の
花
を
観
賞
し
て
、「
追
い

出
し
猫
」
の
話
を
聞
き
ま
す
。

●
日
程
　
７
月
15
日
（
日
）

●
時
間

▽
集
合
＝
午
前
９
時
30
分
（
南

郷
コ
ミ
セ
ン
）

▽
出
発
＝
同
９
時
45
分

▽
終
了
予
定
＝
正
午

＊
雨
天
中
止
。
実
施
の
有
無
は

午
前
８
時
��
分
以
降
に
問
い

合
わ
せ
先
へ

●
持
参
品
　
歩
き
や
す
い
服

装
、
靴
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、

帽
子

■
問
い
合
わ
せ
先

　
南
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会

　
☎
（
36
）
３
４
６
５

海の道
むなかた館
海の道
むなかた館

97

福岡県消防学校

特別養護老人
ホーム津屋崎園

東福間

福間

東郷

宗像市役所

宗像終末
　処理場

河東橋

東郷橋東郷橋

上釣橋上釣橋

宗像警察署入口

92

東郷橋西

東郷橋東

宗像市役所前

529

528

97

大井

用山

大井
火

宗像地区
消防本部

大井ダム

多礼橋
釣川

釣川

牟田尻

502

502

川端橋

牟田尻公民館
五月ケ丘

皐月橋

砂山橋

玄海小

牟田尻公民館
五月ケ丘

皐月橋

砂山橋

玄海小

玄海中

田島

田島

河東

多禮

田熊

釣川

神湊フェリー
ターミナル

神湊
海水浴場

神湊

528 300

495

牟田池

道の駅
むなかた

神　湊

神湊西

玄界灘

勝浦
勝浦

502

練　原

桂　区

495

白石浜海水浴場

池尻

渡

渡県立水産高

津屋崎海水浴場

宮地浜海水浴場

玄界灘 末広

光陵高

天神町

502

津屋崎小宮ノ元

533

宮地浜

消防会館前

97

３

宗像大社

上多礼橋

大乗院

くすの木園

特別養護老人
ホームむなかた

528

福津市

宗像市

手光

東福間

532

宮地嶽
神社前

光陽台
入　口

495

太郎丸
道辻参道口

光陵高入口

厚生年金
スポーツ
センター 須多田

福津市津屋崎
浄化センター

生家

大石

五反田

津屋崎

津屋崎

宮地嶽神社

多礼浄水場

上釣橋

亀石橋

宗像大社前

的　岡

塩浜口

あんずの里

69

69

69

手　洗 桜京古墳

495

495

502

津屋崎干潟

福津市役所
 福間庁舎
福津市役所
 福間庁舎

　 宮司
コミュニティ
　センター

　 宮司
コミュニティ
　センター

福津市役所
津屋崎庁舎
福津市役所
津屋崎庁舎

津屋崎中津屋崎中

宮司宮司

ふくとぴあふくとぴあ

簡易裁判所簡易裁判所

あんずの里
 運動公園
あんずの里
 運動公園

スタート(09:00)

中継所
①

 (09:21)
 (09:23)
T

E

中継所
⑤

 (10:57)
 (11:08)
T

E

中継所
②

 (09:33)
 (09:36)
T

E

中継所
④

 (10:20)
 (10:28)
T

E

中継所
③

 (10:05)
 (10:12)
T

E

(11:19)
(11:31)フィニッシュ T

E

全体コース図 第１区  ……       6．7Ｋｍ　
第２区  ……       3．5Ｋｍ
第３区  ……     10．2Ｋｍ
第４区  ……       4．5Ｋｍ
第５区  ……     10．8Ｋｍ
第６区  ……   6．495Ｋｍ

合　計 …… 42．195Ｋｍ

【区間・距離】

◎スタート
　宗像市役所正門前

①第１中継所
　牟田尻公民館

②第２中継所
　あんずの里（交差点）

③第３中継所
　旧塩務局塩倉庫跡地

④第４中継所
　宗像漁協津屋崎支所

⑤第５中継所
　牟田尻公民館

◎フィニッシュ
　宗像市役所正門前

＊時間は予想通過時間【区間・コース】

▽第１区　宗像市役所～牟田尻公民館

▽第２区　牟田尻公民館～あんずの里

▽第３区　あんずの里～松島工務店作業所前

▽第４区　松島工務店作業所前～宗像漁協津屋崎支所

▽第５区　宗像漁協津屋崎支所～牟田尻公民館

▽第６区　牟田尻公民館～宗像市役所
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【PH】
　水素イオン濃度のことで、水の基本的指標
の1つ。家庭排水や工場排水などが河川に混
入した場合、PH値が変化する。強酸や強アル
カリは生物に悪影響を及ぼす

【BOD】
　生物化学的酸素要求量のことで、水中の微
生物が有機物を分解する時に消費された酸素
量。数値が高いと水中に有機物が多く含まれ、
魚介類に悪影響が出る

【SS】
　浮遊物質のことで、ろ過した時に分離され
る粒径２mm以下の、水中に分散している固

形物。粘土鉱物系が主で、水質汚染の原因と
なる。数値が高いほど濁っていることを示す

【DO】
　溶存酸素のことで、水中の酸素量。有機物
が多い水は、酸素を消費するため値が低くな
る。値が低いと魚介類など水中生物は窒息死
する

【大腸菌群数】
　大腸菌と大腸菌に似た性質を持つ細菌の数
のことで、人間や動物の排せつ物による水の
汚染指標となる。ほとんどの大腸菌は病原性
ではなく、人間の腸内にも多数存在している

●調査項目

●調査結果（平均値を記載。黄色は基準を満たさない項目）

　
調
査
結
果
か
ら
、
大
腸
菌
群

数
が
環
境
基
準
値
を
上
回
っ
て

い
ま
す
が
、
５
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
農
業
用
水
を
確
保
す
る

調査項目
市目標値�

（環境基準値）
河川B類型

武丸・�
神幸橋

田久・
田久橋

東郷・
東郷橋

吉田・
川端橋

水素イオン濃度（ＰH）
6.5以上
8.5以下

7.6 8.2 8.4 7.7

生物化学的酸素要求量
（BOD)

3mg/L以下 1.5 1.4 1.6 1.4

浮遊物質（SS）
25mg/L

以下
9 6 6 22

溶存酸素（DO） 5mg/L以上 9.3 12 11 8.6

大腸菌群数
5,000MPN
/100mℓ以下

5,500 2,700 5,800 6,900

釣
川
の
水
質
をみ

ん
な
で
守
ろ
う

（
平
成
��
年
度
釣
川
本
流
水
質
調
査
結
果
）

　
市
で
は
、
釣
川
本
流
４
カ
所

で
年
４
回
、
水
質
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
調
査
は
、
生
活

環
境
の
観
点
か
ら
生
活
排
水
な

ど
が
河
川
に
与
え
て
い
る
影
響

を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
（
飲
料
用
水
と
し
て

の
検
査
は
、
宗
像
地
区
事
務
組

合
が
実
施
）。

た
め
、
堰
（
せ
き
）
を
上
げ
る

こ
と
で
の
水
の
停
留
が
増
殖
に

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
環
境
基
準
値
は
、
維
持
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
行
政
上
の

政
策
目
標
で
す
。
人
の
健
康
な

ど
を
維
持
す
る
た
め
の
最
低
限

度
の
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
基
準
値
を
超
え
た
か
ら
と

い
っ
て
、
直
ち
に
人
体
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
今
回
は
、
前
回
の
調
査
結
果

に
比
べ
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
も
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
今

後
も
、
継
続
し
て
水
質
調
査
を

実
施
し
、結
果
を
注
視
し
ま
す
。

　
釣
川
は
水
量
が
少
な
い
た

め
、
外
部
要
因
が
水
質
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
少
し
の

こ
と
で
水
質
が
変
化
す
る
の

で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
取
り

組
み
が
重
要
で
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
釣
川
の
水

質
向
上
と
安
定
し
た
水
量
の
確

保
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
然
環
境
課

　
☎
（
36
）
１
１
３
０

市
　
か
　
ら

●
準
備
す
る
も
の

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
炭
酸
系
飲

料
１
・
５
リ
ッ
ト
ル
程
度
の

凹
凸
が
な
い
も
の
）

▽
ぶ
ら
下
げ
る
ひ
も

▽
カ
ッ
タ
ー

▽
誘
引
液
（
グ
レ
ー
プ
ジ
ュ
ー

ス
１
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、

酒
30
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
酢
20

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
砂
糖
20
グ

ラ
ム
）

＊
乳
酸
菌
飲
料
や
ワ
イ
ン
、
焼

酎
で
も
可
。
傷
ん
だ
ブ
ド
ウ

や
皮
を
入
れ
る
と
発
酵
を
促

し
効
果
が
ア
ッ
プ
し
ま
す

●
作
り
方

①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
上
部
の
丸
み

の
あ
る
辺
り
に
12
～
16
ミ
リ

三
方
に
穴
（
下
は
切
り
取
ら

ず
に
ネ
ズ
ミ
返
し
を
作
る
）

を
３
カ
所
開
け
る

②
材
料
で
作
っ
た
誘
引
液
を
、

底
か
ら
７
セ
ン
チ
程
度
の
高

さ
ま
で
入
れ
、
フ
タ
を
閉
め

る
③
飲
み
口
付
近
の
出
っ
張
り
に

ひ
も
を
取
り
付
け
て
ぶ
ら
下

げ
る

●
取
付
場
所

▽
人
が
作
業
す
る
場
所
か
ら
３

メ
ー
ト
ル
程
度
離
れ
た
所

＊
ハ
チ
は
３
メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
る
と
危
害
を
加
え
に
く
く

な
り
ま
す

▽
子
ど
も
が
触
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
高
さ

▽
日
陰

＊
容
器
の
サ
ン
プ
ル
は
、
生
活

環
境
課
窓
口
で
確
認
可

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

　
☎
（
36
）
１
４
２
１

●調査実施日
①平成23年  5月25日
②　 〃　　  8月  9日
③　 〃　　11月15日
④平成24年  2月24日

●調査場所
▽武丸・神幸橋
▽田久・田久橋
▽東郷・東郷橋
▽吉田・川端橋

ス
ズ
メ
バ
チ

�

と
り
器
の
作
り
方
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「
北
斗
の
水
く
み
写
真
展
」

実
行
委
員
会
で
は
、「
宗
像

の
自
然
の
特
色
を
体
験
し

よ
う
」
を
目
的
に
、「
北
斗

七
星
の
水
く
み
」
を
中
心

に
「
北
斗
七
星
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
写
真
を
募
集
。
応
募

作
品
か
ら
推
薦
作
品
を
選
出

し
、
む
な
か
た
電
子
博
物
館

Ｕ
Ｒ
Ｌ
（http://w

w
w
.

d-m
unahaku.com

）
と

海
の
道
む
な
か
た
館
に
展
示

す
る
予
定
で
す
。

No.223 平成24年7月1日

均等割額軽減割合 平成24年度
軽減後の均等割額（年額）

同一世帯内の被保険者と世帯主の
軽減対象所得金額（注１）の合計額

９割軽減 5,504円
【33万円（基礎控除額）】以下で、
【被保険者全員が年金収入80万円以下

　（その他各種所得がない）】

８.５（７）割軽減 8,256円 【33万円（基礎控除額）】以下

５割軽減 27,522円 【33万円（基礎控除額）＋24.5万円
　×被保険者（世帯主を除く）の数】以下

２割軽減 44,036円 【33万円（基礎控除額）＋35万円
×被保険者の数】以下

（注１）軽減対象所得金額は、基本的には総所得金額等と同じですが、年金受給時年齢65
歳以上の人は公的年金等収入の場合、「公的年金等収入－公的年金等控除－15万円」
となるなどの例外があります

病
院
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
担
額

　平成23年中の所得が確定したことに伴い、平成24年度の保険料が決まりました。７月中旬に
被保険者のみなさんへ「平成24年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」を郵送します。

医療費総額

＋

＝ ＋
×

医療給付費

公費(税金)約５割

国:県:市＝4:1:1

支援金約４割

(現役世代の負担)

約
１
割

＊総所得金額等とは、平成23年中の「公的年金等収入−公的年金等
控除」「給与収入−給与所得控除」「事業収入−必要経費」などで、各
種所得控除前の金額

保
険
料

被保険者
均等割額

55,045円

所得割額

所得割率
10.88％

総所得金額等（＊）

ー33万円

(基礎控除額)

平成24年度の♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦
♦♦♦♦後期高齢者医療保険料が決定

【
保
険
料
の
計
算
方
法
】

　

保
険
料
は
、
平
成
23
年
中

の
所
得
金
額
と
世
帯（
＊
１
）

の
状
況
を
基
に
算
定
し
て
決

定
し
ま
す
。

（
＊
１
）
平
成
24
年
４
月
１

日
時
点
の
世
帯
（
75
歳
に

な
る
人
、
県
外
か
ら
の
転

被保険者が負担する保険料

第
４
回
「
北
斗
の
水

く
み
写
真
展
」
写
真

募
集
と
撮
影
説
明
会

【「
北
斗
の
水
く
み
」と
は
】

　

北
斗
七
星
が
、
北
極
星
と

水
平
線
と
の
間
を
西
か
ら
東

に
く
ぐ
っ
て
い
く
動
き
が

「
ひ
し
ゃ
く
で
水
を
く
ん
で

い
る
」
よ
う
に
見
え
る
こ
と

か
ら
「
北
斗
の
水
く
み
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

北
緯
34
度
近
く
、
北
に
海
を

持
つ
宗
像
な
ら
で
は
の
世
界

的
に
も
珍
し
い
現
象
で
、
夏

の
夜
半
か
秋
の
夕
刻
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
　
か
　
ら

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

お
礼

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
、

16
人
と
１
団
体
か
ら
合
計
２

２
０
万
５
０
０
０
円
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
左
表

参
照
）。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
有
意
義
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
の
活
動

へ
の
応
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課

　

☎
（
36
）
１
１
０
４

【ふるさと寄附金一覧表】

氏名 住所 寄附金額
（円） 指定された使い道

寺田光男さん 非公表

大串欣一さん 埼玉県 非公表 釣川やさつき松原の保全

渡辺昌文さん 茨城県 10,000

指定なし松崎　均さん 埼玉県 50,000

吉田典晃さん 市内 5,000

中尾謙一さん 非公表

中岡　貢さん 市内 300,000 指定なし

＊本人の希望で公表しない人もいます

入
者
な
ど
は
そ
の
時
点
）

を
基
準
に
し
て
い
ま
す

▽
保
険
料
は
、
県
内
同
一
の

基
準
で
算
定

▽
保
険
料
は
、
加
入
者
一
人

一
人
に
か
か
り
ま
す

＊
保
険
料
（
被
保
険
者
均
等

割
額
、
所
得
割
額
）
は
２

年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、
本

年
度
に
改
定
さ
れ
ま
し

た
▽
保
険
料
は
被
保
険
者
全
員

が
負
担
す
る
「
被
保
険
者

均
等
割
額
」
と
所
得
に
応

じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割

額
」
の
合
計

▽
保
険
料
は
、
年
額
55
万
円

が
上
限
で
す

▽
総
所
得
金
額
等
が
33
万
円

以
下
の
場
合
は
、
所
得
割

は
か
か
り
ま
せ
ん

【
保
険
料
の
軽
減
】

　

平
成
24
年
度
は
、
平
成
23

年
度
の
保
険
料
軽
減
措
置

（
＊
２
）
を
継
続
し
て
い
ま

す
。

（
＊
２
）　

被
保
険
者
均
等
割

の
９
割
、８
・
５（
７
）割
、

５
割
、２
割
軽
減
。
な
お
、

８
・
５
（
７
）
割
は
、
原

則
「
7
割
軽
減
」
で
す
が
、

特
例
措
置
で
「
８
・
５
割

軽
減
」
と
な
っ
て
い
ま
す

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
す
る
前
日
ま
で
「
会

社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被

扶
養
者
」
だ
っ
た
人
は
、

被
保
険
者
均
等
割
額
が
９

割
軽
減
に
な
り
ま
す
。
所

得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん

▽
総
所
得
金
額
等
が
91
万
円

以
下
の
人
は
、
所
得
割
額

が
５
割
軽
減
に
な
り
ま
す

【
保
険
料
の
減
免
制
度
】

　

災
害
や
失
業
な
ど
で
保
険

料
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た

と
き
は
、
保
険
料
が
減
免
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
保
医
療
課

　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　

☎
（
36
）
１
３
４
８

【
写
真
募
集
】

●
作
品
の
条
件

▽「
北
斗
の
水
く
み
」か「
北

斗
七
星
」
の
姿
を
写
し
た

も
の

▽
デ
ジ
カ
メ
、
一
眼
レ
フ
カ

メ
ラ
な
ど
の
電
子
写
真
の

ｊ
ｐ
ｅ
ｇ
デ
ー
タ
（
１
人

３
枚
ま
で
）

＊
電
子
デ
ー
タ
で
応
募
で
き

な
い
人
は
問
い
合
わ
せ
を

▽
７
月
22
日
（
日
）
〜
９
月

28
日
（
金
）
の
間
に
撮
影

し
た
も
の

▽
未
発
表
の
も
の
に
限
る

＊
「
北
斗
の
水
く
み
」
の
時

間
や
撮
影
の
手
引
き
な

ど
、
詳
し
く
は
む
な
か
た 

電
子
博
物
館
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
前

述
）
に
掲
載

●
対
象　

星
の
撮
影
に
興
味

が
あ
る
人　

●
応
募
方
法　

９
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
、
①
住
所

②
氏
名
③
年
齢
④
撮
影
日

時
⑤
感
想
を
、
む
な
か
た

電
子
博
物
館
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
前

述
）
へ
入
力
し
て
、
写
真

を
投
稿
す
る

【
北
斗
の
水
く
み
と

撮
影
説
明
会
】

　

世
界
的
に
も
珍
し
い
天
体

シ
ョ
ー
「
北
斗
の
水
く
み
」。

福
岡
教
育
大
学
名
誉
教
授
の

平
井
正
則
さ
ん
が
、
そ
の
魅

力
や
、
い
つ
、
ど
こ
に
行
け

ば
見
ら
れ
る
の
か
な
ど
を
教

え
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
の
デ

ジ
カ
メ
で
も
可
能
な
星
の
写

真
の
撮
り
方
を
教
え
ま
す
。

●
日
時　

７
月
22
日
（
日
）

午
後
３
時
〜
同
４
時

●
会
場　
海
の
道
む
な
か
た
館

●
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

海
の
道
む
な
か
た
館

　

☎
（
62
）
２
６
０
０
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【
年
金
天
引
き
の
対
象
者
】

　
次
の
①
〜
③
全
て
に
該
当

す
る
世
帯
主
で
す
。

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
加
入
者

＊
年
度
途
中
で
��
歳
に
到
達

す
る
人
を
除
く

②
世
帯
内
の
国
保
加
入
者
全

員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満

③
年
金
天
引
き
の
対
象
と
な

る
年
金
が
年
額
18
万
円
以

上
で
、
介
護
保
険
料
と
国

保
税
を
合
わ
せ
て
年
金
額

の
2
分
の
1
を
超
え
な
い

＊	

介
護
保
険
料
が
年
金
天
引

き
で
な
い
場
合
や
、
口
座

振
替
で
国
保
税
を
納
付
し

て
い
る
場
合
な
ど
は
、
年

金
天
引
き
に
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す

【
納
付
方
法
の

変
更
が
で
き
ま
す
】

　
年
金
天
引
き
を
口
座
振
替

に
変
更
で
き
ま
す
。
変
更
す

る
場
合
は
、
各
金
融
機
関
窓

口
で
口
座
振
替
の
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
、
市
役
所
に
次
の

書
類
を
持
っ
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
の

申
込
済
み
本
人
控
え
（
写

し
可
）

▽
国
民
健
康
保
険
証

▽
印
鑑

＊
年
金
天
引
き
の
停
止
に
は

約
２
カ
月
か
か
り
ま
す

【
平
成
��
年
４
月
、
６
月
支

給
分
の
年
金
か
ら
国
保
税
が

天
引
き
（
仮
徴
収
）
さ
れ
た

人
】

　
７
月
中
旬
に
、「
平
成
24

年
度
国
民
健
康
保
険
税
額
決

年　度 平成23年 平成24年

月 2 4 6 8 10 12 2

徴収区分 本徴収 仮徴収 本徴収

納付金額（円） 12,000 12,000 12,000 12,000 14,800 14,600 14,600

６月に送付した「平成24年度国民健康保険税納税通知書」の内容
年　度 平成24年

月（期別） 6（1） 7（2） 8（3） 9（4） 10（5） 11（6） 12（7） 1（8）

納付方法 納付書 納付書

納付金額（円） 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

年　度 平成24年

月（期別） 6（1） 7（2） 8（3） 9（4） 10 11 12 1 2 3

納付方法 納付書 年金天引き ー 年金天引き ー 年金天引き ー

納付金額（円） 10,000 10,000 10,000 10,000 13,400 ー 13,300 ー 13,300 ー

表１（例）平成24年度国保税の決定額が80,000円の場合の一例

平成24年２月に
天引きされた額と同額

▽仮徴収＝平成24年度の国保税が決定する前に、仮の金額で年金天引きするもの。金額は
　　　　　平成24年２月に天引きされた額と同額です
▽本徴収＝平成24年度の国保税が決定後に、年金天引きするもの。金額は決定額から仮徴
　　　　　収（４月、６月、８月）の合計額を引いて、３回に振り分けています

決定額（80,000円）ー
仮徴収額（36,000円）

表２（例）平成24年度国保税の決定額が80,000円の場合

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
国
保
医
療
課

　
国
民
健
康
保
険
係
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３

平
成
��
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

通
知
書
を
７
月
中
旬
に
発
送

定
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
国
保
税

は
、
年
６
回
（
年
金
支
給
月

の
４
月
、６
月
、８
月
、10
月
、

12
月
、
翌
年
２
月
）
の
年
金

天
引
き
に
な
り
ま
す
（
表
１

参
照
）。

【
平
成
��
年
��
月
か
ら
特
別

徴
収
（
年
金
天
引
き
）
が
開

始
さ
れ
る
人
】

　
７
月
中
旬
に
、「
平
成
24

年
度
国
民
健
康
保
険
税
特
別

徴
収
開
始
通
知
書
」
を
送
付

し
ま
す
。

　
６
月
中
旬
に
、「
平
成
24

年
度
国
民
健
康
保
険
税
納
税

通
知
書
」
と
一
緒
に
納
付
書

を
８
枚
同
封
し
て
い
ま
す

が
、
年
金
天
引
き
開
始
に

な
っ
た
場
合
、
表
２
の
よ
う

表１（例）介護保険料第４段階特例割合（年額50,160円）の人の場合

年度 平成24年度 平成25年度

特別
徴収月

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 ４月 ６月 ８月

介護
保険料

8,300
円

8,300
円

8,300
円

8,460
円

8,400
円

8,400
円

8,400
円

8,400
円

8,400
円

徴収
区分

仮徴収 本徴収 仮徴収

説明
平成24年２月に天引きされ
た保険料額と同額を各月に
納める

平成24年度の年間保険料額
から仮徴収分を除いた額を
３回に分けて納める。100
円未満の端数は10月にまと
めて納める

平成25年２月に天引きされ
る保険料額と同額を各月に
納める

の
判
定
基
準
や
計
算
方
法
な

ど
は
、
納
入
（
決
定
）
通
知

書
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
広
報
紙
６
月
15
日

号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
平
成
24
年
度
か
ら
介
護

保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
昨
年
度
ま
で
圧

着
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い
た

人
を
含
め
、
全
て
の
対
象
者

に
、「
保
険
料
改
定
内
容
の

お
知
ら
せ
」
を
同
封
し
た
封

書
を
送
付
し
ま
す
。

【
普
通
徴
収

（
納
付
書
・
口
座
振
替
）】

●
通
知
方
法
　
お
知
ら
せ
と

と
も
に
、
次
の
い
ず
れ
か

を
送
付
し
ま
す

▽
納
付
書
で
納
め
る
人
＝
納

付
書
と
通
知
書

▽
口
座
振
替
で
納
め
る
人
＝

通
知
書

●
納
入
方
法
　
１
年
間
の
保

険
料
を
７
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
９
回
の
納
期
に

分
け
て
納
入
し
ま
す
。
最

寄
り
の
金
融
機
関
や
郵
便

局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。
口
座
振
替
も
可
能

で
す

＊
��
月
か
ら
年
金
天
引
き
が

開
始
に
な
る
人
も
い
ま
す

＊
納
付
書
は
冊
子
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
納
付
時
は
、

期
別
や
納
期
限
を
確
認
し

て
納
付
し
て
く
だ
さ
い

（
納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
納
付
は
不
可
）

【
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）】

●
通
知
方
法
　
お
知
ら
せ
と

　
平
成
24
年
度
介
護
保
険
料

の
納
入
（
決
定
）
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
、
65
歳
以
上
の

第
１
号
被
保
険
者
へ
発
送
し

ま
す
。

　
普
通
徴
収
の
人
は
、
年
間

保
険
料
額
と
各
納
期
限
ま
で

に
納
入
す
る
介
護
保
険
料
額

を
、
特
別
徴
収
の
人
は
、
年

間
保
険
料
額
と
各
年
金
支
給

月
に
天
引
き
さ
れ
る
介
護
保

険
料
額
を
、
通
知
書
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
介
護
保
険
料
額
は
、
平
成

23
年
中
の
本
人
の
所
得
状
況

や
世
帯
の
住
民
税
課
税
状
況

に
応
じ
て
、
実
質
10
段
階
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料

介護保険料の納入（決定）
通知書を７月中旬に発送

年間保険料 50,160円

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

●
納
入
方
法
　
年
金
の
定
期

支
払
時
に
保
険
料
が
差
し

引
か
れ
、
年
金
保
険
者
か

ら
納
入
さ
れ
ま
す

＊
介
護
保
険
料
は
納
入
方
法

を
口
座
振
替
に
は
変
更
で

き
ま
せ
ん

【
徴
収
額
の
決
め
方

（
仮
徴
収
・
本
徴
収
）】

　
４
月
、
６
月
、
８
月
に
天

引
き
さ
れ
る
介
護
保
険
料
額

は
、
平
成
24
年
２
月
に
天
引

き
さ
れ
た
保
険
料
額
と
同
額

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
仮

徴
収
」
と
い
い
ま
す
。

　
10
月
以
降
は
、
確
定
し
た

年
間
保
険
料
額
か
ら
仮
徴
収

分
を
除
い
た
額
が
天
引
き
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を「
本
徴
収
」

と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
４
月
、 

６
月
、
８
月
に
天
引
き
さ
れ

る
介
護
保
険
料
（
平
成
25
年 

２
月
に
天
引
き
さ
れ
る
介
護

保
険
料
額
と
同
額
）
も
、
平

成
25
年
度
の
仮
徴
収
分
と
し

て
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
表
１
参
照
）。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係
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特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
対
象
の
世
帯
主
へ

１期〜４期は納付書で納付 ５期〜８期の納付書は破棄

　10月から年金天引き。年金天引きでの納付金額は、納付書の10月
以降の金額（40,000円）を年金支給月の３回に振り分けます

に
10
月
以
降
の
納
付
方
法
が

変
更
に
な
り
ま
す
。



むなかたタウンプレス （6）

変
わ
る
予
定
で
し
た
が
、

適
用
を
平
成
25
年
３
月
ま

で
凍
結
。
こ
の
た
め
、
平

成
25
年
４
月
か
ら
「
２
割

負
担
」
に
変
わ
り
ま
す

＊
２　

市
県
民
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
で
も
、

次
の
①
か
②
に
該
当
し
、

控
除
後
の
市
県
民
税
課
税

所
得
が
１
４
５
万
円
未
満

と
な
る
と
き
は
「
１
割
負

担
」
に
な
り
ま
す

①
平
成
23
年
12
月
31
日
時
点

で
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
世
帯
主
で
あ
る

②
平
成
23
年
12
月
31
日
時
点

で
、
同
じ
世
帯
に
合
計
所

得
金
額
が
38
万
円
以
下
の

19
歳
未
満
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
い
る

▽
控
除
額
＝
16
歳
未
満
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
は
１

人
当
た
り
33
万
円
、
16
歳

以
上
19
歳
未
満
は
１
人
当

た
り
12
万
円
を
世
帯
主
の

市
県
民
税
課
税
所
得
か
ら

控
除
す
る
（
こ
の
場
合
、

申
請
不
要
。
た
だ
し
、
１

月
１
日
以
降
に
転
入
し
て

き
た
場
合
は
申
請
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
送
付

さ
れ
る
高
齢
受
給
者
証
と

同
封
の
案
内
で
確
認
を
）

お知らせ平成24年7月1日No.223

●
市
か
ら

高
齢
受
給
者
証
を
送
る
人

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、
昭
和
12
年
８
月
２
日
か

ら
昭
和
17
年
８
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
（
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
適
用
を
受
け

て
い
る
人
を
除
く
）
へ
受
給

者
証
を
送
り
ま
す
。

●
一
部
負
担
金
割
合
の

判
定
対
象
者

　
一
部
負
担
金
割
合
は
、
同

一
世
帯
の
70
歳
以
上
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
で
判
定
し

ま
す
。

●
一
部
負
担
金
割
合
の

判
定
基
準

　
一
部
負
担
金
割
合
は
、「
平

成
24
年
度
市
県
民
税
課
税
所

得
金
額
」
に
応
じ
て
決
定
し

て
い
ま
す
。

　
判
定
対
象
者
で
、
平
成
24

年
度
市
県
民
税
課
税
所
得
金

額
が
１
４
５
万
円
以
上
の
人

が
い
る
世
帯
の
人
は
、
現
役

並
み
所
得
者
と
し
て
「
３
割

負
担
」
と
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
世
帯
の
人

は
、
平
成
25
年
３
月
ま
で
は

「
１
割
負
担
」
で
す
が
、
同

４
月
か
ら
「
２
割
負
担
」
に

変
わ
り
ま
す
（
表
１
参
照
）。

＊
１　

当
初
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
「
２
割
負
担
」
に

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
人
へ
、
８
月
か
ら
使
用
す
る
「
国
民
健

康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
郵
送
し
ま
す
。
８
月
１
日

（
水
）
以
降
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
と
き
は
、
更
新

後
の
新
し
い
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
と
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
現
在
使
用
し
て
い
る
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
」
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

国
保
医
療
課
国
民
健
康
保
険
係
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）
１
３
６
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【表１】

平成24年度
市県民税
課税所得

一部負担金割合

145万円未満
２割　＊１

（平成25年３月
まで１割負担）

145万円以上 ３割　＊２

はい いいえ

はい いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい いいえ

基準収入額適用申請が必要な人
【表２】

同一世帯の70歳以上の国民健康保険加入者に市県民税課税所得が145万
円以上の人がいる場合、一部負担金割合が「３割」の高齢受給者証が郵送で
届きます。

70歳以上の国民健康保険加入
者（１人）の平成23年中の収入
合計が383万円未満ですか？

あなた以外で、同一世帯に国民健
康保険から後期高齢者医療制度に
移行した人（旧国保被保険者）がい
ますか？

同一世帯の70歳以上の国民健康
保険加入者と旧国保被保険者の平
成23年中の収入合計が520万円
未満ですか？

70歳以上の国民健康保険加入者
（２人以上）全員の平成23年中の収
入合計が520万円未満ですか？

基準収入額適用申請書を提出し
てください。
一部負担金割合が２割（平成25年
３月までは１割）に変わります。

基準収入額適用申請書の提出は
不要です。
一部負担金割合などは変わりま
せん。

＊課税所得で「３割負担」になっても…＊課税所得で「３割負担」になっても…

同一世帯の70歳以上の国民健康保険加入者は１人ですか？

基
準
収
入
額
適
用
申
請

で
一
部
負
担
金
割
合
が

　
変
わ
る
人
が
い
ま
す

７
月
下
旬
に

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

市
　
か
　
ら

【
公
営
住
宅
】

●
内
容

▽
ゆ
り
団
地
（
自
由
ヶ
丘
２

丁
目
）
／
中
層
耐
火
構
造

４
階
建
＝
３
階
１
戸

▽
南
郷
団
地
（
原
町
）
／
中

層
耐
火
構
造
３
階
建
＝
３

階
１
戸

▽
平
原
団
地（
須
恵
３
丁
目
）

／
簡
易
耐
火
構
造
２
階
建

＝
２
戸

●
収
入
基
準
　
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
収
入
を
含

め
、
諸
控
除
後
の
所
得
金

額
が
月
額
15
万
８
０
０
０

市
営
住
宅入

居
者
募
集

円
（
年
間
所
得
１
８
９
万

６
０
０
０
円
）
以
下

●
家
賃
　
所
得
に
応
じ
て
異

な
る

【
改
良
住
宅
】

●
内
容
　
桜
町
団
地（
池
田
）

／
簡
易
耐
火
構
造
２
階
建

＝
２
戸

●
収
入
基
準
　
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
収
入
を
含

め
、
諸
控
除
後
の
所
得
金

額
が
月
額
11
万
４
０
０
０

円
（
年
間
所
得
１
３
６
万

８
０
０
０
円
）
以
下

●
家
賃
　
月
額
３
０
０
０
円

【
共
通
事
項
】

●
入
居
要
件
　
住
宅
に
困
っ

て
い
る
市
内
在
住
か
通
勤

す
る
人
で
、
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
い
る
人

＊
今
回
募
集
す
る
桜
町
団
地

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
人
は
単
身
入
居
可

●
申
込
方
法
　
７
月
４
日

（
水
）
か
ら
同
13
日
（
金
）

ま
で
に
、
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
ハ
ガ

キ
２
枚
を
添
え
て
、
建
築

課
か
元
気
な
島
づ
く
り
課

市
民
サ
ー
ビ
ス
係
（
大
島

行
政
セ
ン
タ
ー
）
へ
持
参

し
て
申
し
込
む

＊
申
込
書
は
、
７
月
４
日

（
水
）
か
ら
、
建
築
課
と

元
気
な
島
づ
く
り
課
市
民

サ
ー
ビ
ス
係
で
入
手
可

＊
申
込
者
か
同
居
親
族
が
暴

力
団
員
の
人
は
入
居
申
込

不
可

■
問
い
合
わ
せ
先

　
建
築
課
住
宅
係

�

☎
（
36
）
５
２
０
３

　
市
で
は
、
市
内
の
竹
林
拡

大
抑
制
、
竹
林
の
再
生
、
森

林
・
里
山
保
全
、
グ
リ
ー
ン

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
の
た

め
、
竹
や
樹
木
の
粉
砕
機
を

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

竹
等
粉
砕
機
を

無
料
貸
出

●
対
象
　
市
内
の
森
林
な
ど

で
、
非
営
利
活
動
で
伐
採

し
た
竹
や
樹
木
の
粉
砕
を

希
望
す
る
人
（
貸
出
時
、

安
全
運
転
の
説
明
を
受
け

て
く
だ
さ
い
）

●
貸
出
機
械
　
樹
木
粉
砕
機

Ｇ
Ｓ
２
８
０
（
大
橋
）

●
貸
出
・
返
却
場
所
　
作
業

地
で
受
け
渡
し
（
作
業
地

ま
で
の
粉
砕
機
の
運
搬
は

市
が
実
施
）

●
貸
出
予
定
回
数
　
40
回
／

年
●
貸
出
期
間
　
８
日
以
内
／

回
●
そ
の
他
　
粉
砕
時
の
音
が

大
き
い
た
め
、
住
宅
地
で

の
利
用
は
で
き
な
い
場
合

あ
り

＊
粉
砕
機
の
燃
料
は
自
己
負

担
■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
然
環
境
課

　
☎
（
36
）
１
１
３
０

　
市
県
民
税
課
税
所
得
で

「
３
割
負
担
」
と
決
定
し
た

場
合
で
も
、
平
成
23
年
中
の

収
入
金
額
合
計
が
基
準
収
入

額
（
同
一
世
帯
に
判
定
対
象

者
が
１
人
の
場
合
は
３
８
３

万
円
、
２
人
以
上
の
場
合
は

５
２
０
万
円
）
未
満
で
あ
れ

ば
、
基
準
収
入
額
適
用
申
請

書
の
提
出
で
負
担
割
合
が
変

わ
り
ま
す
（
た
だ
し
、
申
請

し
た
月
の
翌
月
１
日
か
ら
変

更
）。

　
基
準
収
入
額
適
用
申
請
が

必
要
な
人
は
、
表
２
の
と
お

り
で
す
。



（7） むなかたタウンプレスお知らせ 平成24年7月1日 No.223

●保険料納付案内書を発送●
　平成23年度に「免除（全額、４分の３、半額、
４分の１）」や「若年者納付猶予」を承認され
た人は、日本年金機構（東福岡年金事務所）か
ら平成24年度の「国民年金保険料納付案内書」
が７月上旬に発送されます。
＊ただし、継続審査の対象になっている人は、

発送されません

＊７月から就職して厚生年金や共済組合に加入

した場合は破棄してください

　現在、保険料の納付が困難な人を対象とした、
「免除」「若年者納付猶予」「学生納付特例」の
制度があります。

①免除申請（一般）
　国民年金保険料の納付が困難な人（20歳以上
の学生を除く）で、本人と配偶者、世帯主のそ
れぞれの所得が一定以下の場合は、申請して承
認されれば、月々の保険料納付が免除される「免
除制度」があります。
　平成23年７月から同24年６月までに申請し
て承認されているのは、平成24年６月までの保
険料に対する免除です。平成24年７月～同25
年６月の保険料納付免除を希望する場合は、平
成25年７月31日（水）までに申請をしてくださ
い（継続申請が承認された人は除く）。
●申請対象者
　国民年金保険料の納付が困難な人（学生を除く）
●所得審査の対象者　本人と配偶者、世帯主

②若年者納付猶予申請
　20歳代の人は、本人と配偶者の所得が一定額
以下の場合、申請して承認されれば、月々の保
険料納付が猶予されます。
　平成23年７月から同24年６月までに申請し
て承認されているのは、平成24年６月までの保
険料に対する納付猶予です。平成24年７月か
ら同25年６月の保険料納付猶予を希望する場合
は、平成25年７月31日（水）までに申請をして
ください（継続申請が承認された人は除く）。
●申請対象者
　国民年金保険料の納付が困難な20歳代の人
　（学生を除く）
●所得審査の対象者　本人と配偶者

③学生納付特例申請
　20歳以上の学生で国民年金保険料の納付が困
難な人は、学生納付特例制度がありますので申
請をしてください。
　平成24年度分の学生納付特例制度を希望する
場合は、平成25年４月までに申請をしてくださ
い。
　すでに平成24年度分の学生納付特例の申請を
して承認されている期間は、平成25年３月分ま
でです。平成25年以降も学生の人で、学生納付
特例の申請を希望する場合、平成25年度分の申
請は平成25年４月以降に受け付けます。
●持参品　学生証（コピー可）

●保険料の追納ができます●
　免除、若年者納付猶予や学生納付特例を承認
された期間の保険料は、10年以内であれば納め
ること（追納）ができます。
　３年度目以降は保険料に加算金が付きます。
余裕ができたら早めに追納しましょう。追納し
なかった場合は、老齢基礎年金が減額されます。
　追納を希望する場合は、東福岡年金事務所か
市役所市民課へ連絡してください。

■申請・問い合わせ先
▽市民課国民年金係　　☎（��）１１２１
▽元気な島づくり課市民サービス係
　　　　　　　　　　　☎（��）２２１１
▽東福岡年金事務所国民年金課
　　　　　　☎０９２（６５１）７１２９

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

【①〜③共通事項】
●持参品

▽基礎年金番号が分かるもの（年金手帳や
保険料納付案内書）
▽印鑑（本人が申請する場合は不要）
▽代理人が申請する場合は、代理人本人の
確認ができるもの（運転免許証、健康保
険証など）
＊失業などで会社を辞めた場合は、離職年

月日が確認できる公的機関の証明書（雇

用保険受給資格者証、雇用保険被保険者

離職票など）

●保険料の全額免除申請、若年者納付猶予
申請、学生納付特例申請が承認された場
合
　申請の認定を受けている期間は、滞納の
扱いとはなりません。万が一の時にも安心
です。仮に、障がいや死
亡といった事態が生じた
時に、その月の前々月以
前の１年間に保険料の滞
納があると、障害基礎年
金や遺族基礎年金が受け
取れない場合があります。

　
市
で
は
、
環
境
面
に
配
慮

し
た
市
の
ま
ち
づ
く
り
指
針

と
し
て
「
宗
像
市
環
境
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
20

〜
29
年
度
の
10
年
間
で
進
め

て
い
ま
す
。

【
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に協

力
を
】

　
本
年
度
は
、
同
計
画
の
中

間
見
直
し
年
度
に
当
た
り
、

環
境
に
関
す
る
調
査
の
た
め

に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見

は
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
に
関
し

て
、
市
か
ら
直
接
電
話
や
調

査
員
が
訪
問
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ア
ン
ケ
ー
ト
が

届
い
た
ら
、
調
査
の
趣
旨
を

理
解
し
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
対
象
　
18
歳
以
上
の
市
民

の
中
か
ら
無
作
為
抽
出
し

た
２
０
０
０
人

＊
選
ば
れ
た
人
へ
７
月
中

旬
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

送
付
し
ま
す

＊
回
答
時
、
氏
名
は
記
入
不

要
。
ま
た
、
回
答
の
内
容

は
、
全
て
統
計
的
に
処

理
・
分
析
し
、
調
査
の
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん

【
環
境
保
全
審
議
会委

員
募
集
】

　
同
計
画
の
中
間
見
直
し
を

審
議
す
る
委
員
を
募
集
。
応

募
書
類
は
返
却
不
可
。

＊
委
員
は
、
学
識
経
験
者
を

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
同
36
年
度
ま
で
の
10
年
間

に
わ
た
る
市
の
目
標
や
施
策

の
方
針
を
定
め
る
「
第
二
次

宗
像
市
総
合
計
画
」
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
計
画
の
内
容

に
つ
い
て
審
議
す
る
委
員
を

募
集
。
応
募
書
類
は
返
却
不

可
。

＊
同
審
議
会
で
は
、
市
の
目

指
す
べ
き
将
来
像
の
実
現

に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
内
容
な
ど
に
つ

い
て
審
議
し
ま
す
。
今
回

募
集
す
る
市
民
委
員
の

他
、
学
識
経
験
者
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
各
種
団
体

か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員

（
��
人
程
度
）
で
構
成
し

ま
す

●
委
嘱
期
間
　
９
月
１
日

（
土
）
〜
平
成
27
年
３
月

31
日

＊
審
議
会
は
月
〜
金
曜
日
の

総
合
計
画
策
定

審
議
会
委
員
募
集

夜
間
約
３
時
間
、
平
成
��

年
度
は
３
回
、
同
��
年
度

は
６
回
、
同
��
年
度
は
２

回
の
開
催
を
予
定

●
応
募
要
件
　
20
歳
以
上
の

市
民

●
募
集
人
数
　
３
人

●
報
酬
　
日
額
５
０
０
０
円

（
源
泉
所
得
税
分
は
差
し

引
き
ま
す
）

＊
別
途
、
旅
費
と
し
て
１
回

２
０
０
０
円
支
給

●
選
考
　
書
類
選
考
後
、
応

募
者
全
員
に
結
果
を
通
知

＊
選
考
は
、
過
去
か
現
に
付

属
機
関
の
委
員
に
な
っ
て

い
な
い
人
を
優
先

●
応
募
方
法
　
７
月
31
日

（
火
）
必
着
で
、
①
住
所

②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤

職
業
⑥
電
話
番
号
⑦
関
心

が
あ
る
分
野
（
市
民
活
動

の
推
進
、子
育
て
・
教
育
、

都
市
整
備
、
生
活
環
境
、

健
康
福
祉
の
い
ず
れ
か
を

第
３
希
望
ま
で
）
を
明
記

し
、「
私
が
描
く
未
来
の

宗
像
市
」
を
テ
ー
マ
に
４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１

枚
程
度
に
ま
と
め
た
も
の

を
添
え
て
、
経
営
企
画
課

「
総
合
計
画
審
議
会
委
員

申
込
係
」
へ
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
む

▽
郵
送
（
〒
８
１
１
・
３
４

９
２
／
住
所
不
要
）

▽
FAX
（
37
）
１
２
４
２

▽
メールk

ik
a
k
u
@
c
ity.

m
unakata.fukuoka.
jp■問

い
合
わ
せ
先

　
経
営
企
画
課
企
画
係

　
☎
（
36
）
１
１
９
２

「
市
環
境
基
本
計
画
」

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と

審
議
会
委
員
募
集

含
む
��
人
程
度
で
構
成

●
委
嘱
期
間
　
９
月
１
日

（
土
）
〜
平
成
26
年
８
月

31
日

＊
審
議
会
は
月
〜
金
曜
日
の

昼
間
約
２
時
間
、
平
成
��

年
度
は
３
回
程
度
開
催

●
応
募
要
件
　
20
歳
以
上
の

市
民

●
募
集
人
数
　
２
人

●
報
酬
　
日
額
５
０
０
０
円

（
源
泉
所
得
税
分
は
差
し

引
き
ま
す
）

＊
別
途
、
旅
費
と
し
て
１
回

２
０
０
０
円
支
給

●
選
考
　
書
類
選
考
後
、
応

募
者
全
員
に
結
果
を
通
知

●
応
募
方
法
　
７
月
27
日

（
金
）
必
着
で
、
①
住
所

②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤

電
話
番
号
を
明
記
し
、「
日

常
の
生
活
と
自
然
や
環
境

に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
１
枚
程
度
に
ま

と
め
た
も
の
を
添
え
て
、

自
然
環
境
課
「
環
境
保
全

審
議
会
委
員
申
込
係
」
へ

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

申
し
込
む

▽
郵
送
（
〒
８
１
１
・
３
４

９
２
／
住
所
不
要
）

▽
FAX
（
36
）
０
２
７
０

▽
メールshize

n-k@
city.

m
unakata.fukuoka.
jp

【
共
通
事
項
】

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
然
環
境
課

　
地
球
温
暖
化
対
策
係

　
☎
（
36
）
１
１
３
０
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⑤
女
性
農
業
者
支
援
に
つ
い
て

⑥
む
な
か
た
地
域
農
業
活
性
化

　
　
　
機
構
の
機
能
充
実
に
つ
い
て

「市農業振興施策に係る建議書」提出
　
わ
が
国
の
農
業
を
め
ぐ
る

環
境
は
、
食
料
自
給
率
の
低

下
、
農
業
所
得
の
減
少
、
農

業
就
業
者
の
減
少
と
高
齢
化

な
ど
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
宗
像
市
と

し
て
は
、
将
来
に
向
け
て
効

率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経

営
に
よ
る
農
業
の
持
続
的
発

展
を
目
指
し
、
次
代
を
担
う

多
彩
な
担
い
手
の
育
成
・
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
地
域
農
業
の

拠
点
で
あ
る
（
財
）
む
な
か

た
地
域
農
業
活
性
化
機
構
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
農
業
を

始
め
た
い
人
に
対
す
る
農
業

体
験
研
修
、
農
業
技
術
習
得

研
修
、
就
農
資
金
調
達
、
農

地
の
紹
介
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
側
面
か
ら
就
農
を
支
援
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
担
い
手
（
一
定
の

規
模
を
持
つ
農
業
経
営
体
）

が
、
よ
り
安
定
し
た
農
業
経

営
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、

農
業
機
械
・
施
設
の
導
入
に

対
す
る
補
助
を
は
じ
め
、
経

営
改
善
に
向
け
た
研
修
会
、

勉
強
会
の
開
催
、
集
落
営
農

組
織
の
設
立
や
法
人
化
な
ど

の
支
援
を
行
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
生
業
と
し
て
の
農
業
の
魅

力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
農
業
生
産
の
基
盤

と
な
っ
て
い
る
水
路
・
農
道

等
の
整
備
の
件
で
す
が
、
水

田
の
ほ
と
ん
ど
は
２
級
河
川

釣
川
水
系
の
流
域
に
展
開
し

て
お
り
、
ほ
場
区
画
の
整

理
・
大
型
化
、
用
排
水
路
・

農
道
・
暗
渠
排
水
等
の
整
備

が
実
施
済
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
大
半
は
整
備

後
約
30
年
が
経
過
し
て
お

り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
今
後
こ
の

　
農
業
者
の
効
率
的
か
つ
安

定
的
な
農
業
経
営
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
経
営
規
模
の

拡
大
と
と
も
に
高
性
能
機
械

や
施
設
の
導
入
に
よ
る
生
産

コ
ス
ト
低
減
、
品
質
向
上
な

ど
、
収
益
性
が
高
く
活
力
あ

る
農
業
を
育
成
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
宗
像
市
で
は

国
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し

て
、
農
業
機
械
・
施
設
の
導

入
な
ど
に
要
す
る
費
用
に
対

し
助
成
を
行
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
市
単
独
の
補
助
制
度
と

し
て
農
業
被
害
防
止
の
た
め

有
害
鳥
獣
対
策
を
設
け
て
、

防
護
柵
等
の
設
置
に
係
る
費

用
を
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
農
業
者
の

方
々
に
補
助
事
業
を
活
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
説
明

会
や
意
向
調
査
な
ど
を
随
時

行
っ
て
周
知
を
図
り
、
補
助

事
業
を
効
率
的
か
つ
効
果
的

に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
宗
像
市
で
は
、
地
元
産
農

産
物
加
工
品
等
の
知
名
度
向

　
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対
策
に

つ
い
て
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除

部
会
へ
の
駆
除
委
託
、
防
護

柵
の
購
入
補
助
、
駆
除
部
会

へ
の
箱
罠
貸
出
、
狩
猟
者
拡

大
の
た
め
の
狩
猟
免
許
取
得

時
の
経
費
補
助
等
の
被
害
防

除
支
援
と
捕
獲
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
事

業
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
急
増
す
る
被
害
対

策
に
は
捕
獲
が
最
も
有
効
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年

度
に
３
市
１
町
で
イ
ノ
シ
シ

加
工
処
理
施
設
（
残
渣
処
理

を
含
む
）
を
建
設
し
、
効
率

的
な
捕
獲
活
動
を
行
い
、
被

害
の
縮
減
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
捕
獲
支

援
と
し
ま
し
て
、
猟
友
会
だ

け
で
は
な
く
農
業
者
等
と
一

体
と
な
っ
て
、
捕
獲
活
動
に

取
り
組
む
地
区
に
対
し
補
助

を
行
う
等
、
捕
獲
体
制
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
宗
像
市
で
は
、
全
て
の
市

民
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
に

参
画
で
き
、
男
女
が
性
別
に

関
わ
り
な
く
能
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
宗
像
市
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
を
基
本
に

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

て
お
り
ま
し
て
、
農
業
委
員

会
や
農
協
等
地
域
の
方
針
決

定
機
関
に
お
き
ま
し
て
も
女

性
委
員
、
役
員
の
登
用
を
は

じ
め
女
性
の
社
会
参
画
促
進

に
向
け
た
、
地
域
社
会
へ
の

意
識
啓
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
女

性
農
業
者
に
つ
き
ま
し
て

も
、
本
市
の
農
業
を
支
え
て

い
る
重
要
な
担
い
手
で
あ
る

と
と
も
に
対
等
な
経
営
パ
ー

ト
ナ
ー
と
認
識
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
関
係
各
課

と
も
連
携
し
て
様
々
な
分
野

で
の
意
識
啓
発
や
男
女
共
同

参
画
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑦
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

　
農
業
は
、
安
心
・
安
全
な

食
料
の
供
給
だ
け
で
な
く
、

自
然
環
境
の
保
全
、
維
持
、

地
域
の
雇
用
機
会
の
創
出
な

ど
市
民
の
身
近
な
生
活
環
境

と
し
て
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
９
月
に
設
立
し

た
（
財
）
む
な
か
た
地
域
農
業

活
性
化
機
構
は
、
こ
の
よ
う
な

市
民
生
活
と
調
和
し
た
地
域
農

業
の
確
立
を
目
指
し
て
、

①
農
地
の
面
的
集
積
事
業

②
担
い
手
経
営
改
善
支
援
事

業
③
新
た
な
担
い
手
育
成
事
業

④
地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大

事
業

　
近
年
、
健
康
に
対
す
る
消

費
者
の
関
心
の
高
ま
り
と
と

も
に
、
輸
入
農
産
物
の
残
留

農
薬
や
食
品
の
偽
装
表
示
な

ど
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も

と
、
価
格
の
安
定
は
も
と
よ

り
、
安
全
で
新
鮮
・
高
品
質

な
農
水
産
物
の
需
要
が
高

ま
っ
て
お
り
、
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
農
水
産
物
を

生
産
・
販
売
す
る
体
制
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、

宗
像
市
産
業
振
興
戦
略
プ
ラ

ン
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
「
地
域
資
源
の
販
路
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
」
を

位
置
づ
け
て
お
り
、
道
の
駅

む
な
か
た
や
直
売
所
を
核
と

し
た
地
元
農
産
物
の
販
売
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
学
校

給
食
へ
の
地
元
産
品
の
供
給

を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
産
地
消
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
て

お
り
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ

つ
つ
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、

農
地
の
面
的
集
積
事
業
は
最

も
力
を
入
れ
て
い
る
重
要
な

事
業
で
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
平
成
22
年

度（
事
業
実
施
期
間
６
ケ
月
）

で
の
実
績
と
し
て
は
、ま
ず
、

当
事
業
の
チ
ラ
シ
を
作
成
・

配
布
し
、
併
せ
て
管
内
（
福

津
市
・
宗
像
市
）
の
全
耕
作

者
を
対
象
に
農
地
の
貸
し
借

り
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
当
事
業
の
周
知

に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
地

所
有
者
か
ら
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
面
的
集
積
の
実
績

は
、
平
成
22
年
度
は
２
・
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
し
た
が
、
平

成
23
年
度
（
12
月
現
在
）
は

21
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ

て
お
り
、
担
い
手
へ
の
農
地

の
面
的
集
積
に
よ
る
、
効
率

的
な
利
用
が
徐
々
に
進
ん
で

お
り
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
引
き
続
き
当
事
業
の
周

知
に
努
め
な
が
ら
、
平
成
24

年
度
か
ら
始
ま
る
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」施
策
に
基
づ
き
、

集
落
（
地
区
）
ご
と
の
話
し

合
い
を
行
っ
て
集
落
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
こ

の
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
農
地
の

面
的
集
積
を
円
滑
に
進
め
る

と
と
も
に
、
特
に
、
耕
作
放

棄
化
す
る
農
地
に
対
し
て
の

利
用
調
整
を
、
集
落
、
関
係

機
関
と
密
に
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

〜市長の回答〜
【
　
市
農
業
委
員
会
の
釜
瀬
博
志
会
長
が
昨
年
12
月
、
市

へ「
平
成
23
年
度
宗
像
市
農
業
振
興
施
策
に
係
る
建
議
書
」

を
提
出
。
谷
井
博
美
市
長
か
ら
3
月
14
日
に
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
内
容
は
次
の
①
〜
⑦
の
と
お
り
で
す

（
原
文
の
ま
ま
）

①
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

③
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
に
つ
い
て

④
地
域
農
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

よ
う
な
老
朽
化
し
た
施
設
の

更
新
、
さ
ら
に
は
長
寿
命
化

に
つ
い
て
、
農
地
・
水
保
全

管
理
支
払
交
付
金
事
業
の
活

用
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
つ
つ
田
園
環
境
へ

の
配
慮
を
図
り
な
が
ら
、
整

備
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

上
と
消
費
拡
大
を
図
る
た

め
、（
財
）
む
な
か
た
地
域

農
業
活
性
化
機
構
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
直
売
所
に
お
け

る
試
食
宣
伝
や
駅
前
Ｐ
Ｒ
活

動
を
は
じ
め
、
宗
像
産
大
豆

巡
り
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
む
な
か
た
ブ

ラ
ン
ド
の
特
産
品
と
し
て
、

宗
像
産
の
牛
肉
や
野
菜
な
ど

を
使
っ
た
「
む
な
か
た
バ
ー

ガ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
」
や
、
じ
ゃ

が
い
も
や
ひ
じ
き
を
使
っ
た

「
む
な
か
た
コ
ロ
ッ
ケ
（
む

な
コ
ロ
）」
な
ど
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
、
宗
像
産
農
産
物
の

さ
ら
な
る
高
付
加
価
値
化
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
情
報
発

信
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
消

費
拡
大
、
販
路
拡
大
を
促
進

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

②
補
助
事
業
等
助
成
の
充
実
に
つ
い
て

❖ ❖
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■平成24年度 宗像地区事務組合急患センター事業特別会計予算
●予算額　２億4,916万２千円（前年度比103.6％）

■平成24年度 宗像地区事務組合大島簡易水道事業特別会計予算
●予算額　１億7,607万５千円（前年度比540.3％）
●主要な新規事業
　・津和瀬地区加圧ポンプ場築造、送水管布設、配水池築造等

■平成24年度 宗像地区事務組合本木簡易水道事業特別会計予算
●予算額　535万円（前年度比100.3％）

■平成24年度 宗像地区事務組合水道事業会計予算

　宗像地区事務組合は、次の基本方針にのっとり、今年度の事業を展開し
ていきます。

　◉安全で安定的な経営を担う事務組合
　◉効果的でスリムな経営を行う事務組合
　◉関係市との緊密な連携を目指す事務組合

■平成24年度 宗像地区事務組合一般会計予算
●予算額　16億1,030万３千円（前年度比107.2％）

●主要な新規事業
　・高機能消防指令センター中間整備業務
　・高規格救急自動車購入

負担金 1,358,769千円

諸収入 10,021千円

組合債（消防債） 175,000千円

議会費 2,442千円

総務費
27,897千円

衛生費
165,960千円

公債費
14,471千円

予備費
8,700千円

繰越金 6,000千円

繰入金 58,731千円

財産収入 820千円

使用料及び手数料 962千円

消防費 1,390,833千円

歳 入
16億1,030万3千円

歳 出
16億1,030万3千円

平成24年度宗像地区事務組合経営方針（基本方針）

平成24年度　宗像地区事務組合予算

収益的収支 ２億8,577万８千円

事業収益 26億7,022万円

事業費用 23億8,444万２千円

資本的収支 ▲22億3,377万８千円

資本的収入 ８億6,658万９千円

資本的支出 31億36万７千円

●宗像地区事務組合「わたしたちの水」絵画コンクール作品募集
　宗像市・福津市在住の小学５年生を対象に、飲み水（水道）に関
する絵画作品（ポスター）を募集します。テーマは「川は水道水の
ふるさと」です。詳しい内容は、宗像地区事務組合ホームページを
ご覧いただくか、宗像地区事務組合までお尋ねください。

（昨年度の優秀作品）

■問い合わせ先
　宗像地区事務組合総務課経営係　☎（62）0031
　　 http://www.munakatajimu.or.jp/

●上下水道料金の納付方法は次の３通りです

■問い合わせ先　宗像地区事務組合営業課料金係　☎（62）0026

お し ら せ

ＨＰ

貯水槽水道設置者の皆さまへ
　マンションやビル、病院などの高層建築物に設置されている「小規
模貯水槽水道」（受水槽の規模10㎥以下）、「簡易専用水道」（同10㎥超）
の設置者は、年１回の清掃実施や法定検査の受検などが義務付けられ
ています。水道法に基づく適正な管理をお願いします。

●設置者の管理義務

●検査機関（厚生労働大臣指定北部九州区域検査機関）
　施設検査
　（財）日本環境衛生センター西日本支局　☎092（593）8230
　（財）北九州生活科学センター　　　　　☎093（881）8282
　水質検査
　（財）日本環境衛生センター西日本支局　☎092（593）8230
　（財）北九州生活科学センター　　　　　☎093（881）8282
　（財）九州環境管理協会　　　　　　　　☎092（662）0410
＊清掃・検査等実施の際は、宗像地区事務組合施設課設備浄水係
にご連絡をお願いします

■問い合わせ先
　宗像地区事務組合施設課設備浄水係　☎（62）0975

頻　　度 内　　容

水槽の清掃 年１回
管理者自ら、もしくは専門の清掃業者に委託し
て実施

施設の点検
必要に応じ
随時

水槽に亀裂はないか、水槽が汚水などで汚染さ
れていないか、水槽内に異物が混入していない
かなどを点検し、欠陥を速やかに改善

水質の管理 毎日１回

給水栓（蛇口）における水の色・濁り・臭い・味
などを日々確認し、異常があれば、速やかに水
質検査を実施。供給する水が、人の健康を害す
るおそれがあると知ったときは、直ちに給水を
停止し、その旨を利用者に知らせるとともに、宗
像地区事務組合施設課に連絡し、指示を受ける

法定検査 年１回 記録書類を整備し、法定検査を受検

上水道修理や水道料金に関するおたずねは…

納付書 口座振替 クレジットカード

　毎月20日頃に
納付書を申請住
所に送付します。
　納付書記載の
金融機関、コン
ビニエンススト
アで納付してく

ださい。

月末が納期限

　市内の金融機関に口座振
替申請用紙を用意していま
す。
　お客様番号を確認のうえ、
通帳と届出印を持参して、
金融機関窓口で申請してく
ださい。

毎月25日振替

（振替開始まで１カ月程度要す
る場合があります。）

　ご希望の方は、宗像地区
事務組合営業課料金係☎
（62）0026までご連絡くだ
さい。
　申請書を送付します。

各クレジットカードの
支払日振替

（振替開始まで１～２カ月程度
要する場合があります。）

修理に関して� 宗像管工事協同組合　☎（37）0435

料金・開始・中止等に関して（8:30～17:00 　土・日・祝日を除く）

� 宗像地区事務組合営業課料金係　☎（62）0026
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今
ま
で
、
気
象
庁
発
表
の

情
報
に
は
、
落
雷
や
突
風
・

ひ
ょ
う
な
ど
に
よ
る
被
害
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、「
気

象
情
報
」
や
「
雷
注
意
報
」

を
発
表
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
竜
巻
」
の
危
険
性
に
つ
い

て
は
明
記
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
し
か
し
、こ
れ
か
ら
は「
竜

巻
」
に
関
す
る
情
報
や
注
意

報
が
明
記
さ
れ
、さ
ら
に「
竜

巻
注
意
情
報
」が
新
設
さ
れ
、

今
、
ま
さ
に
竜
巻
の
発
生
し

や
す
い
気
象
状
況
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る

よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。（
図

１
参
照
）

　
屋
内
の
場
合
、
窓
や
カ
ー

テ
ン
を
閉
め
て
窓
か
ら
離

れ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
ド
ア
を

●
真
っ
黒
い
雲
が
近
づ
き
、

周
囲
が
急
に
暗
く
な
る
。

●
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
り
、
雷

光
が
見
え
た
り
す
る
。

●
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
冷
た
い
風

が
吹
き
出
す
。

●
大
粒
の
雨
や
「
ひ
ょ
う
」

が
降
り
出
す
。

　
危
険
を
感
じ
た
ら
直
ち
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
！

閉
め
る
な
ど
し
た
上
で
、
建

物
の
地
下
や
1
階
に
移
動

し
、
大
き
な
窓
の
あ
る
部
屋

の
隅
か
ら
離
れ
て
で
き
る
だ

け
家
の
中
心
に
近
い
と
こ
ろ

の
机
の
下
、
ま
た
は
、
浴
槽

や
押
し
入
れ
の
中
で
身
を
潜

め
て
頭
を
保
護
し
ま
し
ょ

う
。

　
屋
外
の
場
合
、
周
り
の
飛

散
物
に
注
意
し
、
壊
れ
て
飛

散
し
や
す
い
車
庫
・
物
置
や

プ
レ
ハ
ブ
、
橋
の
周
り
は
避

け
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
の
頑
丈
な
建
物
の
中
に
避

難
す
る
か
、
体
が
収
ま
る
よ

う
な
水
路
や
く
ぼ
み
に
隠
れ

て
頭
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
図
２
の
よ
う
な
状

況
に
な
る
と
、
竜
巻
の
発
生

す
る
よ
う
な
発
達
し
た
積
乱

雲
が
近
づ
い
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
気
象
庁

の
発
表
す
る
情
報
な
ど
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
竜
巻
は
沿
岸
部
で

台
風
シ
ー
ズ
ン
の
９
月
に

も
っ
と
も
多
く
、
台
風
、
寒

冷
前
線
、
低
気
圧
な
ど
に
伴

い
発
生
し
、
年
間
平
均
で
は

約
13
個
の
竜
巻
（
海
上
竜
巻

を
除
く
）
の
発
生
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
は
、
局
地

的
に
限
ら
れ
た
地
域
に
降
る

激
し
い
豪
雨
の
こ
と
を
い

い
、
長
く
て
も
1
時
間
程
度

し
か
続
か
ず
、
豪
雨
の
降
る

範
囲
は
広
く
て
も
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
四
方
く
ら
い
と
狭

い
局
地
的
な
大
雨
の
こ
と
で

す
。

　
局
地
的
大
雨
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
は
、
最
新
の
気
象

情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
局
地
的
大
雨
に
な

り
や
す
い
気
象
状
況
か
ど
う

か
、
警
報
や
注
意
報
は
発
表

さ
れ
て
い
な
い
か
、
雨
雲
が

近
づ
い
て
こ
な
い
か
な
ど
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
周
囲

の
状
況
の
変
化
に
注
意
を
払

い
、
天
気
の
急
変
に
備
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

1
被
害
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
力

⇐

2
危
険
感
じ
る
冷
静
な
心

⇐

3
避
難
を
決
断
す
る
勇
気

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
は
、
竜
巻

と
同
様
に
積
乱
雲
が
発
達
し

ま
す
。
そ
の
た
め
急
に
強
い

雨
が
降
り
、
降
っ
た
雨
が
低

い
場
所
へ
一
気
に
流
れ
込
む

た
め
、
総
雨
量
は
少
な
く
て

も
、
十
数
分
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
ど
の
よ
う
な
場
所
で
ど
の

よ
う
な
事
故
や
災
害
が
発
生

す
る
の
か
、
被
害
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
た
ち
や
工
事
中
の
作
業
員

は
、
周
囲
の
状
況
の
変
化
に

気
付
き
に
く
い
も
の
で
す
。

保
護
者
や
監
督
者
は
、
最
新

の
気
象
情
報
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
空
や
川
の
変
化
の

様
子
を
観
察
し
、
危
険
を
感

じ
た
ら
、
す
ぐ
に
避
難
を
指

示
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
竜
巻
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
発

生
原
因
と
な
る
「
発
達
し
た

積
乱
雲
の
近
づ
く
兆
し
」
と

は
…

　

竜
巻
は
、
最
も
強
力
で
、
破
壊
力
の
あ
る
気
象

現
象
の
1
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
竜
巻
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
防
災
対
策
が
必
要
か
、
そ
し

て
万
が
一
、
竜
巻
の
進
路
に
居
合
わ
せ
た
場
合
は

ど
う
い
っ
た
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
か
な
ど
、

事
前
に
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

新
設
！「
竜
巻
注
意
情
報
」（
気
象
庁
）

竜
巻
に
関
す
る

�

情
報
発
表

図１　情報発表のタイミング

図２　竜巻とはこのような現象です

　
平
成
24
年
度
宗
像
地
区
消

防
本
部
消
防
吏
員
採
用
試
験

案
内
。

●
採
用
予
定
者
　
消
防
職

（
消
防
吏
員
）
３
人
程
度

●
第
１
次
試
験
日

　
10
月
14
日
（
日
）

＊
そ
の
ほ
か
受
験
手
続
や
身

体
基
準
な
ど
詳
し
く
は
、

宗
像
地
区
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
消
防
本
部
消

防
総
務
課
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
消
防
総
務
課

�

☎
（
36
）
２
８
７
２

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
受

験
対
策
と
し
て
準
備
講
習
会

を
実
施
。

●
講
習
種
類
　
乙
種
４
類

●
講
習
日
時
　
10
月
下
旬
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
受
付
　
９
月
中
旬

●
講
習
場
所

　
宗
像
地
区
消
防
本
部

●
講
習
種
類
　
甲
種
防
火
管

理
講
習

●
受
付
　
９
月
１
日
（
土
）

～
９
月
30
日
（
日
）

●
日
時
　
10
月
11
、
12
日

（
木
・
金
）
午
前
９
時
～

午
後
５
時

●
場
所
　
東
郷
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
宗
像

市
田
熊
６
・
７
・
25

■
問
い
合
わ
せ
先

　
消
え
か
け
た
命
を
救
う
の

は
、
身
近
な
あ
な
た
の
応
急

手
当
。

　
個
人
で
の
申
し
込
み
や
グ

ル
ー
プ
で
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
講
習
場
所

　
宗
像
地
区
消
防
本
部

●
講
習
内
容

①
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
７
月
15
日
（
日
）

　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

②
上
級
救
命
講
習

　
10
月
20
日
（
土
）

　
９
時
～
18
時

●
講
習
内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
・
心
肺
蘇
生
法
・

そ
の
他
の
応
急
手
当

■
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
救
急
課

�

☎
（
36
）
２
４
５
５

＊
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

●
貸
出
用
途
　
防
火
夜
回
り

●
受
付
期
間
　
10
月
11
日

（
木
）
～
10
月
31
日
（
水
）

●
貸
出
日

　
11
月
１
日
（
木
）
～

●
貸
出
場
所

　
宗
像
地
区
消
防
本
部

消
防
士
募
集

平
成
24
年
度
第
２
回
危

険
物
取
扱
者
試
験
案
内

危
険
物
取
扱
者

�

試
験
受
験
準
備
講
習
会

平
成
24
年
度
甲
種
防
火

管
理
新
規
講
習
会

救
命
講
習
の
受
講
者
募
集

�

受
講
料
無
料
!!

拍
子
木
貸
出
の
ご
案
内

「
秋
季
火
災
予
防
運
動
期
間
」

●
試
験
種
類
　
全
種
類

●
試
験
日
　
11
月
25
日（
日
）

●
願
書
配
置
予
定
　
９
月
上

旬
か
ら
消
防
本
部
・
各
署

所
に
配
置
予
定

●
願
書
受
付
　
９
月
13
日

（
木
）
～
９
月
28
日
（
金
）

●
会
場
　
▽
北
九
州
（
九
州

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
緊
急

通
報
の
困
難
な
方
が
メ
ー
ル

及
び
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
消

防
署
に
火
事
や
救
急
な
ど
の

通
報
が
で
き
る
も
の
で
す
。

な
お
、
ご
利
用
に
は
事
前
の

登
録
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
通
信
指
令
係

▽
☎
（
36
）
２
４
２
５

▽
F
A
X
（
36
）
２
９
４
９

お
た
す
け
メ
ー
ル
１
１

９
番
を
ご
利
用
下
さ
い

イ
ベ
ン
ト
＆
ニ
ュ
ー
ス

　
消
防
本
部
予
防
課

�

☎
（
36
）
３
０
８
０

共
立
大
学
）
▽
福
岡
（
福

岡
大
学
）
▽
筑
豊
（
福
岡

県
立
大
学
）
▽
筑
後
（
久

留
米
大
学
御
井
学
舎
）

「
竜
巻
注
意
報
」
が

�
発
表
さ
れ
た
ら
…

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
注
意
!!

気
象
情
報
を

�

事
前
に
確
認

ゲ
リ
ラ
豪
雨
か
ら

身
を
守
る
た
め
の

�

３
要
素

平成20年に宗像市江口から鐘
崎方面に向け撮影された竜巻と
思われる写真（撮影：消防本部
職員）



（11） 平成24年7月1日

企画編集・むなかた市民学習ネットワーク編集委員会　発行・むなかた市民学習ネットワーク運営委員会　〒811-3437　宗像市久原180　メイトム宗像　TEL0940（36）3721　FAX0940（36）3732

No.338

◆
応
募
要
領
◆

●
学
習
料
は
１
人
１
回
当
た
り

４
０
０
円
（
４
回
分
前
納
）

●
会
場
使
用
料
と
教
材
費
は
学

習
者
負
担
、
傷
害
保
険
は
希

望
者
の
み
自
己
加
入

●
入
会
金
な
し

●
学
級
は
６
人
以
上
で
成
立

　

申
し
込
み
後
、
連
絡
が
な
い

場
合
は
、
記
載
の
開
級
日
に
直

接
各
学
級
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

＊
事
務
局
で
の
申
し
込
み
も
で

き
ま
す
。
電
話
で
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん

●
不
成
立
の
場
合
の
み
連
絡
い

た
し
ま
す

【
注 

意
】　
連
絡
を
希
望
す
る

場
合
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
連
れ
の
参
加
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法
◆

　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
希

望
学
級
（
学
級
名
、指
導
者
名
、

場
所
、
曜
日
、
時
間
）、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
楷

書
で
記
入
し
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
あ
て
先
》〒
８
１
１
・
３
４
３
７

宗
像
市
久
原
１
８
０

メ
イ
ト
ム
宗
像
内

む
な
か
た
市
民
学
習

�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

�

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
36
）３
７
３
２

�

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
（
36
）３
７
２
１

７
月
15
日（
日
）必
着

　

申
込
締
切
後（
７
月
16
日
～
）

の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、４
回
分
の

学
習
料
（
短
期
学
級
の
場
合
は

回
数
分
）
と
教
材
費
が
発
生
し

ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

学
級
生
募
集

パ
ソ
コ
ン（
初
級
）

�

有
志
指
導
者
　
須
藤　

安
江

場
　
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像

曜
　
日
　
毎
週
月
曜
日

時
　
間
　
午
前
10
時
～
同
11
時
30
分

期
　
間
　
７
月
～
９
月（
全
８
回
）

開
級
日
　
７
月
23
日
（
月
）

持
参
品
　
パ
ソ
コ
ン（
ビ
ス
タ
、

セ
ブ
ン
）
筆
記
具

＊
貸
し
出
し
あ
り
（
２
０
０
円

／
回
）

＊
文
字
入
力

　

で
き
る
人

新
学
級
募
集

追
加
募
集

夜
華
道（
池
坊
）

�

有
志
指
導
者
　
山
崎　

教
美

場
　
所
　
旧
中
央
公
民
館
横

曜
　
日
　
第
２
・
４
水
曜
日

時
　
間
　
午
後
７
時
～
同
９
時

花
　
代
　
９
０
０
円
／
回

持
参
品
　
花
器
、
花
ば
さ
み
、

剣
山
、
古
新
聞
、
雑

巾
、
バ
ケ
ツ

７
月
は
、
18
・
25
日
（
水
）

＊
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
風
（
自
由

花
の
花
形
）
も
あ
り
ま
す

ペ
ン
習
字

基
本
か
ら
応
用
ま
で

�

有
志
指
導
者
　
堀
内　

香
庭

場
　
所
　
旧
中
央
公
民
館
横

曜
　
日
　
第
１
・
２
・
３
水
曜
日

時
　
間
　
午
後
１
時
～
同
３
時

教
材
費
　
３
０
０
円
程
度
／
月

持
参
品
　
筆
記
用
具

７
月
は
、４
・
11
・
18
日
（
水
）

は
じ
め
て
の
詩
吟

腹
式
呼
吸
で

�

心
も
身
体
も
若
が
え
り

�

有
志
指
導
者
　
佐
瀬　

錦
子

場
　
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像

曜
　
日
　
第
１
・
３
金
曜
日

時
　
間
　
午
後
１
時
～
同
３
時

持
参
品
　
筆
記
用
具

７
月
は
、
６
・
20
日
（
金
）

＊
経
験
者
も
歓
迎
し
ま
す

日
本
舞
踊

�

有
志
指
導
者
　
藤
間　

朔
与
志

場
　
所
　
自
由
ヶ
丘
南
二
公
民
館

曜
　
日
　
毎
週
火
曜
日

時
　
間
　
午
前
10
時
～
正
午

持
参
品
　
足
袋
、
扇
子
な
ど

７
月
は
、３
・
10
・
17
・
24
・
31
日（
火
）

油
絵
・
水
彩
画
・
パ
ス
テ
ル

�

有
志
指
導
者
　
竹
下　

国
雄

場
　
所
　
日
の
里
コ
ミ
セ
ン

曜
　
日
　
第
２
・
４
金
曜
日

時
　
間
　
午
後
２
時
～
同
４
時

持
参
品
　
道
具
一
式

７
月
は
、

13
・
27
日

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

�

有
志
指
導
者
　
青
木　

寿
美
子

場
　
所
　
東
郷
コ
ミ
セ
ン

曜
　
日
　
第
２
・
４
木
曜

時
　
間
　
午
前
10
時
～
正
午

教
材
費
　
コ
ピ
ー
代

持
参
品
　
裁
縫
道
具
、
は
さ
み

（
布
・
紙
用
）、
ハ
ギ
レ
２
～

３
枚
、
筆
記
用
具

７
月
は
、
12
・
26
日
（
木
）

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

�

有
志
指
導
者
　
尊
田　

妙

場
　
所
　
東
郷
コ
ミ
セ
ン

曜
　
日
　
第
４
木
曜
日

時
　
間
　
午
前
10
時
～
正
午

教
材
費
　
２
０
０
０
円
程
度
／
回

持
参
品
　
花
ば
さ
み
、
雑
巾
、

ゴ
ミ
袋

７
月
は
、
26
日
（
木
）

＊
生
花
、
造
花
、
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
に
よ
る
個
性
を

生
か
し
た
デ
ザ
イ
ン

・
対
象
…
子
ど
も
と
大
人（
父
、

母
、
祖
父
母
ほ
か
）

・
学
習
料
…
１
組
１
回
５
０
０

円
（
子
ど
も
２
人
目
か
ら

は
、
１
人
に
付
き
２
０
０
円

追
加
）

・
会
場
使
用
料
…
必
要
な
し

・
申
込
方
法
、
応
募
要
領
は
上

記
記
載

・
子
ど
も
の
事
故
・
ケ
ガ
に
は

十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い

磯
の
生
き
物
の
観
察

�

有
志
指
導
者
　
福
島　

敏
満

期
　
日
　
７
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　〈
干
潮
　
11
時
26
分
〉

　
　
　

＊
雨
天
の
場
合
は
中
止

場
　
所
　
神
湊

時
　
間
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

対
　
象
　
小
学
生（
保
護
者
同
伴
）

持
参
品
　
水
筒
、
タ
オ
ル

＊
神
湊
第
二
駐
車
場
（
２
０
０

円
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

（
観
察
場
所
ま
で
徒
歩
５
分
）

＊
成
立
後
、
詳
し
い
地
図
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
送
付
し
ま
す

パ
ン
・
お
菓
子

・
ご
パ
ン
で
プ
チ
ロ
ー
ル

・
ジ
ュ
ー
シ
ー
ハ
ン
バ
ー
グ（
サ
ン
ド
用
）

・
マ
ン
ゴ
ー
プ
リ
ン

�

有
志
指
導
者
　
塚
本　

け
さ
子

期
　
日
　
８
月
９
日
（
木
）

場
　
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

教
材
費
　
１
組
６
０
０
円

持
参
品
　

　
エ
プ
ロ
ン
、

　
三
角
巾
、

筆
記
具
、

ふ
き
ん

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

風
船
で
い
ろ
い
ろ
作
ろ
う

�

有
志
指
導
者
　
今
西　

啓
之

期
　
日
　
７
月
26
日
（
木
）

　
　
　
＊
１
日
限
り

場
　
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像

時
　
間
　
午
前
10
時
～
正
午

材
料
代
　
１
組
１
０
０
円

ク
リ
ー
ム
パ
ン
作
り

�

有
志
指
導
者
　
永
島　

裕
紀
修

期
　
日
　
７
月
28
日
（
土
）

場
　
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像

時
　
間
　
午
後
２
時
～
同
５
時

材
料
代
　
１
組
５
０
０
円

持
参
品
　

　
エ
プ
ロ
ン
、

　
三
角
巾
、

　
ふ
き
ん
、

　
持
ち
帰
り

　
容
器

▲

子
ど
も
の
作
品

　
（
前
回
）

夏休み親子学級
子どもと一緒に
楽しもう!!

「
む
な
か
た
市
民
学
習

　 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会
」が

�

５
月
26
日（
土
）開
催
さ
れ
ま
し
た

平成24年度重点目標
（
１
）組
織
と
運
営
を
見
直
し
、更
な
る
充
実
を
は
か
る

（
２
）む
な
か
た
学
び
の
里
づ
く
り
と
の
連
携

（
３
）広
報
活
動
の
充
実

（
４
）学
習
の
場
の
拡
大
と
充
実
へ
の
努
力

平成23年度
活動状況

平成24年度むなかた市民学習ネットワーク運営委員

学級数 参加人数 学習項目数 指導者数

258 3,043
（延べ65,266）

115 134

平成24年３月31日現在

《会　　長》　塩川　雄二（有識者）

《副 会 長》　東　　晏宏（有志指導者）

	 藤野　秀雄（有志指導者）	 佐藤　周子（有識者）

	 荒井あき子（有志指導者）	 髙山　靖生（有識者）

	 兼田幽香里（有志指導者）	 松永　年生（有識者）

	 友成　俊明（有志指導者）	 服部　和生（有識者）

	 吉武　千鶴（有志指導者）	 佐藤まさよ（編集委員）

	 青木寿美子（有志指導者）

前運営委員の森結花さん、立石実さんのご尽力に深く感謝
いたします

《
運
営
委
員
》

何でも聞いてください

事 務 局

む
な
か
た
市
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
　
　
　
　

し
く
み
を
紹
介
し
ま
す
!!

む
な
か
た
市
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
　
　
　
　

し
く
み
を
紹
介
し
ま
す
!!

いつでも・どこでも・誰でも・何でも学べる
◎コーヒー１杯で学習を…1回当たり400円の学習料

有志指導者 学 級 生

６人以上で成立

指　導

連　絡

指導の依頼

指導者の
派遣紹介

学習の
申し込み

花

剣

パ
ソ
コ
ン（
初
級
）

�

有
志
指
導
者
　
梅
本　

武
夫

場
　
所
　
赤
間
コ
ミ
セ
ン

曜
　
日
　
毎
週
土
曜
日

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
同
11
時
30
分

開
級
日
　
８
月
４
日
（
土
）

期
　
間
　
８
月
〜
11
月（
全
13
回
）

教
材
費
　
１
７
０
０
円
程
度

持
参
品
　
パ
ソ
コ
ン
、
筆
記
用

具

＊
再
受
講
で
き
ま
す



むなかたタウンプレス （12）お知らせ平成24年7月1日No.223

市
　
か
　
ら

回 日程 内容 講師

1

平
成
��
年

9月14日（金） 開講式「レクリエーションの効果とは」 佐藤靖典さん
（NPO法人福岡県レクリエーション協会専務理事）

2 9月28日（金） コミュニケーションワーク
「仲間づくりのためのレクリエーション」

原田弘美さん
（県レクリエーション協会人材開発副委員長）

3 10月12日（金） コミュニケーションワーク
「仲間づくりのためのレクリエーションⅡ」

添田譲二さん
（福岡コミュニケーション研究所長）

4 10月26日（金） 目的に合わせたレクリエーション
「声を出すって楽しいねぇ」

石内喜代美さん
（日本音楽療法学会認定音楽療法士、生涯学習A級音楽指導員）

5 11月  9日（金） 目的に合わせたレクリエーション
「軽やかなステップ1・2・3」

井上幸子さん
（レクリエーションコーディネーター）

6 11月16日（金） 目的に合わせたレクリエーション
「クリスマス会を楽しくするアイデア」 添田譲二さん

7 12月14日（金） バルーンアート「これで私も芸術家になれる」 太田紀美子さん
（夢バルーンの会代表、西日本奇術クラブ幹事）

8

平
成
��
年

  1月11日（金） 目的に合わせたレクリエーション
「正月を楽しもう（伝承遊び）」 添田譲二さん

9   1月25日（金） 対象に合わせたレクリエーション
「楽しく体を動かしましょう」

牟田慶子さん
（健康レクササイズインストラクター、レクリエーション

コーディネーター、福祉レクリエーションワーカー）

10   2月15日（金） ニュースポーツ「楽しくスポーツでさわやか気分」 添田譲二さん

11   3月  1日（金） コミュニケーションワーク
「楽しさを演出してみよう」

岩本勲さん
（NPO法人福岡県レクリエーション協会常務理事）

12   3月15日（金） 事業論「企画ってワクワクします」
添田譲二さん

13   3月29日（金） 演習「みんなで感動を味わいましょう」

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
肺
炎

を
予
防
し
、
健
康
を
保
持
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
平
成
19

年
６
月
か
ら
75
歳
以
上
の
市

民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、

同
接
種
費
用
の
う
ち
３
０
０

０
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
回
目
の
接
種
か

ら
５
年
が
経
過
し
て
い
る
人

も
、
２
回
目
以
降
の
接
種
費

用
の
う
ち
３
０
０
０
円
を
助

成
し
ま
す
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
、
肺
炎

は
重
症
化
し
や
す
い
病
気
で

��
歳
以
上
の
市
民
対
象

「
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
」

費
用
を
助
成

　

市
で
は
、
市
内
環
境
団
体

と
協
働
で
、
地
球
温
暖
化
防

止
を
テ
ー
マ
に
環
境
啓
発
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
23
日
（
金
・

祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
●
場
所　

メ
イ
ト
ム
宗
像

●
応
募
要
件　

市
内
を
中
心

と
し
て
、
環
境
活
動
に
取

り
組
む
市
民
団
体

■
申
込
方
法　

７
月
６
日

す
。
肺
炎
の
約
半
数
が
肺
炎

球
菌
に
よ
る
も
の
と
い
わ

れ
、
予
防
に
は
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
非
常
に
有

効
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
健
康
保
持
の

た
め
、
ぜ
ひ
、
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

●
対
象　

接
種
日
現
在
、
75

歳
以
上
の
市
民

●
接
種
回
数　

５
年
に
1
回

●
自
己
負
担
額　

接
種
費
用

か
ら
助
成
額
３
０
０
０
円

を
引
い
た
金
額

＊
助
成
券
不
要
。
接
種
し
た

医
療
機
関
に
直
接
支
払
い

を
●
接
種
場
所　

市
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
協
力
医
療
機
関

＊
か
か
り
つ
け
医
が
同
協
力

医
療
機
関
で
な
い
場
合
は

問
い
合
わ
せ
を

●
持
参
品　

後
期
高
齢
者
医

療
証
、
自
己
負
担
金

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
子
ど
も
家
庭
課

　

☎
（
36
）
１
３
６
５

▽
健
康
づ
く
り
課

　

☎
（
36
）
１
１
８
７

〜
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
〜

　

現
在
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
子
ど
も
の
「
生
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
か
ら
「
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
接
種
」
へ
の
切
り
替
え
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
国
の
動
向
に
沿
っ
て
、
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
国
の
方
針
が
決
定
次
第
、
接
種
の
時
期
や
方

法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
細
を
、
広

報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
者
の
み
な
さ
ん
へ
は
、

個
別
に
案
内
を
発
送
し
ま
す
。

国
内
で
の
ポ
リ
オ
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

【
よ
く
あ
る
質
問
】

む
な
か
た
環
境

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

参
加
団
体
募
集

（
金
）
〜
同
20
日
（
金
）

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
同
実
行
委
員
会
（
自

然
環
境
課
内
）
☎
（
36
）

１
１
３
０
へ
電
話
で
申
し

込
む

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休

み

　

市
で
は
、
９
月
～
平
成
26

年
３
月
に
か
け
て
、「
ス
テ
ッ

プ
Ⅰ
～
Ⅲ
」
と
題
し
て
半
年

ご
と
に
同
講
座
を
実
施
。
今

回
は
、
ス
テ
ッ
プ
Ⅰ
（
９
月

〜
平
成
25
年
３
月
）
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

＊
ス
テ
ッ
プ
Ⅱ
、
Ⅲ
の
募
集

は
決
定
次
第
、
広
報
紙
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
講
座

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
ス
テ
ッ
プ
Ⅰ
～
Ⅲ
を
受
講

後
は
、
日
本
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
公
認
資
格
取

得
に
必
要
な
科
目
が
履
修

で
き
ま
す

●
日
程
・
内
容
な
ど　

下
表

参
照

●
時
間　

午
後
７
時
30
分
～

同
９
時
30
分

●
場
所　

メ
イ
ト
ム
宗
像
・

多
目
的
ホ
ー
ル
、
２
０
２

会
議
室

●
対
象　

市
内
に
在
住
か
通

勤
、
通
学
す
る
満
18
歳
以

上
の
人
で
、講
座
修
了
後
、

地
域
（
市
内
）
で
活
動
で

き
る
人

●
定
員　

先
着
50
人

●
受
講
料　

６
０
０
０
円

（
教
材
費
、
傷
害
保
険
料

含
む
）

●
申
込
方
法　

７
月
31
日

（
火
）
必
着
で
、
①
居
住

地
か
通
勤
・
通
学
先
②
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
③
年
齢

④
性
別
⑤
電
話
番
号
⑥
職

業
を
明
記
し
て
、
市
民
活

動
推
進
課
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
推
進
係
へ
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
む

▽
郵
送
（
〒
８
１
１
・
３
４

９
２
／
住
所
不
要
）

▽
FAX
（
36
）
０
２
７
０

▽
メールka

tud
o

u@
city.

m
unakata.fukuoka.

jp■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
推
進
課

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

☎
（
36
）
１
５
４
０

Ｑ
１　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
導

入
時
期
は
い
つ
で
す
か
？

Ａ
１　

９
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
同

ワ
ク
チ
ン
導
入
後
は
、
定
期
予
防
接

種
で
の
「
生
ワ
ク
チ
ン
」
の
使
用
は

中
止
予
定
で
す
。

Ｑ
２　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
導

入
前
に
、
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
て
い
た
ら
？

Ａ
２　

1
回
目
に
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
た
人
は
、
２
回
目
以
降
は

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
ま

す
。
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
す
で
に

2
回
接
種
し
た
人
は
、
不
活
化
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
は
不
要
で

す
。

Ｑ
３　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
導
入

前
に
、
海
外
な
ど
で
国
内
未
承
認
の

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
一
部
接

種
し
て
い
た
ら
？

Ａ
３　

医
師
の
判
断
と
保
護
者
の
同
意

に
基
づ
き
、
必
要
な
接
種
回
数
の
う

ち
、
接
種
し
て
い
な
い
残
り
の
回
数

を
接
種
可
能
で
す
。

Ｑ
４　

日
本
で
は
、
も
う
ポ
リ
オ
は
発

生
し
て
い
な
い
の
に
、
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
４　

日
本
で
は
、
平
成
12
年
に
ポ
リ

オ
の
根
絶
を
報
告
し
ま
し
た
が
、
世

界
に
は
、
今
で
も
流
行
し
て
い
る
地

域
が
あ
り
ま
す
。
渡
航
者
ら
を
介
し

て
、
感
染
は
ど
の
国
に
も
広
が
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
接
種
す
る
こ
と

を
勧
め
ま
す
。

　
　

き
ち
ん
と
接
種
し
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
免
疫
を
持
て
ば
、
海
外
で
ポ
リ

オ
が
流
行
し
て
も
国
内
で
の
流
行
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
情
報

は
、厚
生
労
働
省
ＨＰhttp://w

w
w.

m
hlw

.go.jp/bunya/kenkou/
polio/index.htm

l/

で
確
認
可

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
家
庭
課

　

☎
（
36
）
１
３
６
５

Ｑ
１

Ｑ
４

Ｑ
２

Ｑ
３

Ａ
１

Ａ
４

Ａ
２

Ａ
３
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●
補
助
対
象
事
業
　
8
月
１

日
（
水
）
か
ら
平
成
25
年

３
月
31
日
（
日
）
ま
で
の

間
に
実
施
す
る
次
の
事
業

①
人
づ
く
り
で
ま
ち
づ
く
り

事
業
＝
子
育
て
、
環
境
、

福
祉
な
ど
、
人
づ
く
り
や

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

活
動

②
元
気
な
島
づ
く
り
事
業
＝

大
島
・
地
島
の
島
民
と
島

外
の
人
と
の
交
流
を
図
る

活
動
な
ど
、
島
の
振
興
を

目
的
と
し
た
活
動

●
応
募
要
件

▽
市
内
に
活
動
拠
点
を
持
つ

３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る

市
民
活
動
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
団
体

＊
法
人
格
の
有
無
は
不
問

▽
大
学
や
短
期
大
学
、
高
等

学
校
な
ど
に
所
属
し
て
調

査
・
研
究
す
る
３
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ

●
応
募
方
法
　
７
月
６
日

（
金
）
〜
８
月
３
日
（
金
）

午
後
５
時
必
着
で
、
所
定

の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
①
市
民
活
動

交
流
室
②
元
気
な
島
づ
く

り
課
へ
直
接
申
し
込
む

＊
募
集
要
項
と
申
請
書
は
、

７
月
６
日
（
金
）
か
ら
、

市
民
活
動
交
流
室
、
元
気

な
島
づ
く
り
課
、
市
役
所

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
メ
イ
ト

ム
宗
像
、
大
島
行
政
セ
ン

タ
ー
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
で
入
手

か
、
市
ＨＰhttp://w

w
 

w.city.m
unakata.jp/

か
、
メ
イ
ト
ム
宗
像
ＨＰ

http://kouryuukan.
com

/

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可

＊
補
助
対
象
経
費
や
申
請
書

の
作
成
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
募
集
要
項
で
確
認
を

●
選
考
・
決
定
　
審
査
会
で

提
出
書
類
と
申
請
団
体
に

よ
る
公
開
説
明
で
選
考

し
、
市
が
決
定

●
審
議
会
日
程
　
８
月
下
旬

（
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ
先

①
人
づ
く
り
で
ま
ち
づ
く
り

事
業
＝
市
民
活
動
交
流
室

　
☎
（
36
）
０
３
１
１

②
元
気
な
島
づ
く
り
事
業
＝

元
気
な
島
づ
く
り
課

☎
（
36
）
１
７
２
５

　
市
で
は
、
同
ス
ク
ー
ル
を

福
津
市
と
共
催
で
開
催
。
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

＊
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
後
援
事
業

●
日
時
　
７
月
29
日
（
日
）、

８
月
５
日
（
日
）、
同
19

日
（
日
）、
同
26
日
（
日
）

の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
全
４
回
）

＊
荒
天
で
中
止
時
は
、
８
月

４
日（
土
）、同
��
日（
土
）、

同
��
日
（
土
）
か
、
９
月

へ
順
延
の
場
合
あ
り

●
場
所
　
勝
浦
漁
港
（
福
津

市
）

●
内
容
　
安
全
教
育
、
セ
ー

リ
ン
グ
の
基
本
知
識
講

習
、
乗
艇
指
導
な
ど

●
使
用
機
材
　
小
型
ヨ
ッ
ト

「
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
デ
ィ

ン
ギ
ー
（
Ｏ
Ｐ
）」

夏
休
み
親
子

ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル

�

参
加
者
募
集

●
対
象
　
宗
像
市
・
福
津
市

内
に
在
住
す
る
小
学
３
年

生
～
中
学
３
年
生
と
保
護

者
で
、
全
４
回
の
ス
ク
ー

ル
に
参
加
で
き
る
人

●
定
員
　
先
着
９
組

●
持
参
品
　
体
操
着
、
ぬ
れ

て
も
よ
い
運
動
靴
、
着
替

え
、
タ
オ
ル
な
ど

＊
救
命
胴
衣
な
ど
は
主
催
者

で
準
備

●
参
加
費
　
１
組
２
０
０
０

円
（
保
険
料
含
む
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
Ｂ
＆
Ｇ
津
屋
崎
海
洋
ク
ラ

ブ
（
占
部
）

☎
０
９
０
（
４
５
８
３
）

６
１
２
６

▽
市
民
活
動
推
進
課

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

�

☎
（
36
）
１
５
４
０

人
づ
く
り
で
ま
ち
づ

く
り
・
元
気
な
島
づ

く
り
事
業
募
集

　玄海地域（離島を除く旧玄海町の全域）
への都市計画区域拡大に関する都市計画案
の縦覧を実施します。
　今回の縦覧は、都市計画法第17条に基づ
くものです。市民と利害関係者は、この案
に関して意見書を提出できます。提出され
た意見書の要旨は、都市計画審議会へ提出
します。
●対象となる都市計画案の名称
①宗像都市計画区域の整備、開発及び保全

の方針の変更（県決定）
②宗像都市計画区域区分の変更（県決定）
●概要
①玄海地域への都市計画区域の拡大を盛り

込んだ内容へ変更するもの
②１つの都市計画区域として、市街化調整

区域の範囲を玄海地域全域に拡大する
●縦覧期間　７月３日（火）～同17日（火）
＊土・日曜日、祝日を除く

●縦覧場所／時間
▽県都市計画課（福岡市博多区東公園７-

７・県庁南棟７階）／8:30～17:45 
▽市都市計画課（市役所本館２階）／8:30

～17:00
●意見書の提出方法　７月17日（火）まで 

に、縦覧場所にある意見書の様式に必要
事項を記入して、県都市計画課か市都市
計画課へ次のいずれかの方法で提出する

▽郵送＝県（〒812-8577／前述）
　　　　市（〒811-3492／住所不要）
＊いずれも７月17日（火）当日消印有効

▽県 FAX０９２（６４３）３７１６
　市 FAX（37）１２４２
▽県 メール toshi@pref.fukuoka.lg.jp
　市 メール tosikei@city.munakata.fukuok 

a.jp
▽直接各縦覧場所へ持参
■問い合わせ先
▽市都市計画課　☎（36）１４８４
　ＨＰhttp://www.city.munakata.lg.jp/　
▽県都市計画課　☎０９２（６４３）３７１１
　ＨＰhttp://www.pref.fukuoka.lg.jp/

①そこに暮らす人が、その地域の魅力を再認
識することが大切であり、そのために景観
は大事な要素である。電線、看板、どこも
同じ景観…見直す必要がある

②美しいまち、景観が残っているのは、自分
のまちに関心・誇りを持って残してきた人
がいるからであり、それを次の世代に伝承
していけるかが課題である

③行政の一方的な動きでは景観づくりはでき
ない。成功事例の多くは、地元から声が上
がり、それを受けて行政が動くパターン。
住民一人ひとりの景観への愛情が必要

景観づくりのポイント

〜アレックス・カーさんの講演から〜

【これからの宗像市】
～景観づくりの取り組み方～

都市計画案の縦覧（県決定分）
～玄海地域への都市計画区域拡大～

　市では、「むなかた景観シンポジウム」を２月12日、「むなかた景観写真コンテスト写真展」を
２月８日〜同12日にかけて開催しました。
　むなかた景観シンポジウムでは、昨年10月に募集した景観写真コンテストの表彰式を兼ねて開
催。基調講演には、東洋文化研究家のアレックス・カーさんを招き、当日は２０９人が来場しま
した。
　また、むなかた景観写真コンテスト写真展では、コンテストの入選作品32点を個別に、その他
の作品をテーマ別の大パネルにして展示し、開催５日間で計７３３人が来場しました。
　そこで、これから、市でどのように景観づくりに取り組んだらよいか考えてみたいと思います。

【私たちがこれからできることは…】
●市の景観は誰のものか…私たちみんなのもの
●では、その景観は誰が守るのか…そこに暮らす私たち一

人ひとり
●景観は私たちの生活に息づいていて、これからもずっと

共に生きています
●「美景は一日にしてならず」、景観は日々の積み重ねで築か

れますが、壊れるのは一瞬です
●市の景観づくりをどうするか…。それは、私たち一人ひ

とりの心がけ、愛情が問われています
■問い合わせ先　都市計画課　☎（36）１４８４

〜シンポジウム、写真展を通して見えてきたこと〜

市民の声

①景観について一人ひとりが考え、その良
さを理解して地域の財産とする。そして、
愛することが大切で、そんなことをみん
なで肩肘張らずに話す機会が必要

②景観に触れることは、地域の知らない一
面を知ること、地域の良さ・美しさ・素
晴らしさ・奥深さを再発見することであ

り、それが地域への誇り・感動・愛着に
つながる

③市には多彩な景観がある。景観を通して、
恵まれた素敵な地域であることを認識
し、もっと地域を知りたい、そこへ行っ
てみたいという気持ちが生まれる
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「
ア
ニ
マ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー

む
な
か
た
」（
Ａ
Ｒ
）
が
５

月
13
日
、「
動
物
ふ
れ
あ
い

教
室
」
と
「
わ
ん
に
ゃ
ん
譲

渡
会
」
を
メ
イ
ト
ム
宗
像
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

同
教
室
で
は
、
出
光
動
物

病
院
の
出
光
浩
一
院
長
か
ら

「
犬
猫
の
ア
レ
ル
ギ
ー
」
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
15
人
。
こ
れ
か
ら
、
犬
猫

を
飼
っ
て
い
く
た
め
に
は
ア

レ
ル
ギ
ー
と
そ
の
対
処
法
を

よ
く
理
解
し
て
、
犬
猫
の
免

疫
機
能
が
正
常
に
働
く
よ
う

に
毎
日
気
を
配
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
譲
渡
会
に
は
、

85
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
北
九

州
市
八
幡
西
区
か
ら
家
族
５

人
で
訪
れ
た
参
加
者
は
「
北

九
州
市
内
で
開
催
さ
れ
た
譲

渡
会
で
は
抽
選
に
外
れ
た
の

で
、
今
日
は
犬
を
家
族
の
一

員
と
し
て
連
れ
て
帰
り
た
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

Ａ
Ｒ
の
会
員
は
、
個
人
で

犬
猫
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち

20
人
で
構
成
。
毎
月
第
２
日

曜
日
は
メ
イ
ト
ム
宗
像
で

「
動
物
ふ
れ
あ
い
教
室
」
と

「
わ
ん
に
ゃ
ん
譲
渡
会
」、
第

３
土
曜
日
は
ド
ッ
グ
ラ
ン
宗

像
で
「
動
物
し
つ
け
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｒ
の
活
動
は
、
基
本
的

に
会
員
個
人
の
経
済
負
担
で

犬
猫
を
飼
い
、
責
任
を
持
っ

て
飼
っ
て
く
れ
る
譲
渡
希
望

者
へ
渡
し
て
い
ま
す
。
会
員

た
ち
は
、
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
に
毎
年
持
ち
込
ま
れ
る

犬
猫（
約
１
万
６
０
０
０
頭
）

の
中
か
ら
、
殺
処
分
さ
れ
る

犬
猫
を
譲
り
受
け
、
自
分
の

住
居
で
保
護
し
て
い
ま
す
。

そ
の
頭
数
は
一
番
多
い
時
で

犬
が
８
頭
、猫
が
30
頭
。「
犬

猫
が
好
き
で
、
経
済
的
負
担

の
こ
と
な
ど
考
え
ず
保
護
し

て
い
ま
す
」
と
、
会
員
の
１

人
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
も
継
続
的

に
活
動
し
て
い
く
た
め
に

は
、
個
人
の
経
済
的
負
担
は

大
き
な
も
の
で
す
。
現
在
、

Ａ
Ｒ
会
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
人
ら
が
、
餌
や
ト
イ

レ
用
シ
ー
ト
な
ど
の
物
品
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

犬
猫
を
「
好
き
」
と
言
う

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

住
み
よ
い
ま
ち
を

譲渡会で犬と触れ合う来場者

譲渡相談に乗るＡＲのスタッフ（左）

市
　
か
　
ら

【
犬
猫
の

 

飼
い
主
の
み
な
さ
ん

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
】

●
飼
い
犬
の
ふ
ん
は
、
放
置

せ
ず
に
、
必
ず
持
ち
帰
っ

て
処
理
し
ま
し
ょ
う

●
放
し
飼
い
は
、
人
に
か
み

つ
い
た
り
、
他
人
の
庭
や

畑
、公
園
を
荒
ら
す
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
●
犬
の
散
歩
は
、
必
ず
引
き

綱
（
リ
ー
ド
）
を
し
て
、

犬
を
制
御
で
き
る
人
が
一

緒
に
散
歩
し
ま
し
ょ
う

●
飼
い
犬
に
は
、
必
ず
首
輪

を
し
て
、
登
録
鑑
札
と
狂

犬
病
の
予
防
注
射
済
票
を

つ
け
て
、
飼
い
主
が
分
か

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●
飼
い
犬
の
ス
ト
レ
ス
は
、

無
駄
ほ
え
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。
適
切
な
餌
と
運

動
、
愛
情
を
持
っ
た
し
つ

け
な
ど
、
上
手
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
ま

し
ょ
う

●
猫
の
ふ
ん
尿
で
、
人
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
、
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ

う
。
交
通
事
故
や
伝
染
病

の
感
染
予
防
の
た
め
に

動
物
愛
護
は

　「
最
期
ま
で
一
緒
に
い
よ
う
！
」

動
物
愛
護
は

　「
最
期
ま
で
一
緒
に
い
よ
う
！
」

の
は
簡
単
で
す
が
、「
飼
う
」

こ
と
は
大
変
で
す
。
狂
犬
病

な
ど
の
予
防
接
種
、
避
妊
・

去
勢
手
術
、
餌
代
、
朝
夕
２

回
の
散
歩
や
運
動
、
ふ
ん
尿

の
処
理
、
動
物
病
院
に
か
か

る
費
用
な
ど
３
６
５
日
、
最

期
ま
で
愛
情
を
注
い
で
一
緒

に
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

犬
猫
を
「
飼
う
」
と
い
う

こ
と
の
責
任
を
し
っ
か
り
理

解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

毎
年
日
本
で
は
、
30
万
頭
の

犬
猫
が
殺
処
分
さ
れ
て
い
ま

す
。
犬
猫
を
飼
い
続
け
る
こ

と
の
難
し
さ
を
示
し
て
い
る

数
字
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

し
か
し
、
Ａ
Ｒ
の
会
員
の

み
な
さ
ん
は
、
１
頭
で
も
多

く
の
犬
猫
の
尊
い
命
を
守
る

た
め
に
、
保
護
し
て
育
て
て

い
ま
す
。
こ
の
動
物
愛
護
運

動
を
日
常
的
に
推
進
し
て
い

る
「
Ａ
Ｒ
の
人
々
」
を
ぜ
ひ
、

支
援
し
て
く
だ
さ
い
。

（
市
民
記
者
・
中
村
和
善
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ａ
Ｒ
（
松
井
）

　

☎
０
８
０
（
４
２
７
６
）

７
９
７
６

わ
ん
に
ゃ
ん
譲
渡
会

●
主
催　

Ａ
Ｒ

＊
市
後
援

●
日
時　

７
月
15
日
（
日
）
正
午
～
午
後
４
時

●
会
場　

メ
イ
ト
ム
宗
像
・
屋
外
広
場
（
東
側
出
入

口
前
）

＊
当
日
は
面
会
の
み
で
、
後
日
自
宅
へ
届
け
ま
す

＊
毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催

動
物
ふ
れ
あ
い
教
室

●
主
催　

ア
ニ
マ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
む
な
か
た（
Ａ
Ｒ
）

●
日
時　

７
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　

メ
イ
ト
ム
宗
像
・
１
０
１
会
議
室

●
内
容　

小
動
物
の
飼
い
方
「
小
鳥
、ハ
ム
ス
タ
ー
」

（
宗
像
獣
医
師
会
・
城
西
ヶ
丘
ペ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ

ク
大
庭
秀
一
院
長
）
／
大
切
な
命
を
守
ろ
う
（
Ｈ

ｕ
ｇ
Ｍ
ｅ
ね
っ
と
）
な
ど

も
、
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ

う
【
野
良
猫
に
餌
を
与
え

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
】

　

野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
と

多
く
の
猫
が
集
ま
り
、
ふ
ん

尿
や
鳴
き
声
、爪
跡
な
ど
で
、

近
所
の
人
が
迷
惑
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

　

☎
（
36
）
１
４
２
１

商
工
会
本
所
（
東
郷
）
で

8
月
��
日
（
金
）
ま
で
販

売
【
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
！
】

　

黄
色
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が

あ
る
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
加
盟
店
で

き
ら
り
商
品
券
を
使
用
す
る

と
、
豪
華
景
品
が
抽
選
で
当

た
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
Ｗ

チ
ャ
ン
ス
加
盟
店
の
店
頭
ポ

ス
タ
ー
で
確
認
を
。

▽
主
な
景
品
＝
海
外
旅
行
３

本
、
国
内
旅
行
２
本
、
電

動
自
転
車
２
台
、
Ｗ
チ
ャ

ン
ス
商
品
券
１
３
７
本
な

ど
■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
商
工
会

　

☎
（
36
）
２
２
６
８

　

今
年
は
、
販
売
総
額
４
億
円
！　

プ
レ
ミ
ア
ム
率

��
パ
ー
セ
ン
ト
で
１
万
円（
１
冊
）に
つ
き
１
５
０
０

円
お
得
。
１
人
��
冊
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

宗
像
き
ら
り
商
品
券

★
★
★
★

★

Wチャンスのタペストリー

【
商
品
券
の
内
容
】

●
販
売
価
格　

１
冊
１
万

円
（
５
０
０
円
券
23
枚
つ

づ
り
＝
１
万
１
５
０
０
円

分
）

●
購
入
限
度　

１
人
10
冊
ま

で
（
10
万
円
分
）

●
使
用
期
間　

７
月
29
日

（
日
）
〜
12
月
31
日
（
月
）

●
販
売
総
額　

４
億
円
（
う

ち
、
５
０
０
０
万
円
が
リ

フ
ォ
ー
ム
商
品
券
）

＊
リ
フ
ォ
ー
ム
商
品
券
は
事

前
受
付
済

【
販
売
】

●
日
時　

７
月
29
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

＊
売
れ
残
っ
た
場
合
は
、
市

使
っ
て
お
得
！



（15） むなかたタウンプレス

　近年、イノシシなどの有害鳥獣が農作
物や生活環境に悪影響を与えています。
　農作物保護のため、狩猟者免許を取得
して、有害鳥獣捕獲事業に参加しません
か。受験のための予備講習会を猟友会が

開催し、取得しやすくなっています。
　また、市内在住の新規免許取得者には、補助金制度が
あります。

■問い合わせ先　農業振興課　☎（36）００４１

【最優秀賞】
福村初代さん（赤間西）

【特別賞】
匿名希望（池野）

【入賞者】
▽有馬純美子さん（池野）
▽鍵谷公代さん（自由ヶ丘）
▽白水スミ子さん（池野）
▽田口邦子さん（日の里）

お知らせ 平成24年7月1日 No.223

《 「水と緑の会」会員募集中 》
　同会員は、審査員としていろいろな庭を見ることもでき
ます。花壇コンクールは来年も同時期に開催予定です。詳
しくは問い合わせを。

花壇コンクール入賞者決定

「道行く人々に
癒やしを」

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
in
む
な
か
た

〜
外
国
人
の
先
生
た
ち
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
よ
う
〜

参加者
募集

最優秀賞を受賞した福村さんの花壇

　
市
で
は
、
子
ど
も
基
本
条

例
に
基
づ
く
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
小
学
５
～
６
年
生
を

対
象
に
、
英
会
話
で
い
ろ
い

ろ
な
体
験
活
動
を
実
施
す

る
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
in
む
な
か

た
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

を
。

●
期
間
　
８
月
20
日
（
月
）

～
同
22
日
（
水
）

●
場
所
　
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

リ
ー
ナ
（
吉
留
）

●
内
容
　
野
外
炊
飯
な
ど

＊
原
則
、
英
会
話
で
活
動

●
応
募
要
件
　
次
の
全
て
の

要
件
を
満
た
す
人

▽
市
内
在
住
で
、
期
間
終
了

ま
で
引
き
続
き
市
に
在
住

す
る
小
学
５
～
６
年
生

▽
心
身
共
に
健
康
で
、
規
律

あ
る
行
動
が
で
き
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
体

験
活
動
に
興
味
が
あ
る
人

＊
英
語
が
話
せ
な
く
て
も
応

募
可

●
募
集
人
数
　
抽
選
で
30
人

●
参
加
費
　
１
人
７
０
０
０

円
●
応
募
方
法
　
７
月
２
日

（
月
）
〜
同
13
日
（
金
）

午
後
５
時
必
着
で
、
所
定

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
子
ど
も
育
成

課
子
ど
も
育
成
係
へ
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し

込
む

▽
郵
送
（
〒
８
１
１
・
３
４

９
２
／
住
所
不
要
）

▽
直
接
窓
口
（
市
役
所
西
館

１
階
）
へ
持
参

【１.狩猟免許試験
　　　　　　　（網・わな猟、第１種銃猟、第２種銃猟）】
●日程／場所　
①７月31日（火）／県福岡西総合庁舎（福岡市中央区赤坂1-8-8）
②８月26日（日）／県筑後農林事務所（筑後市大字和泉606-1）
●受験料　①②いずれも5,200円／１種
＊試験一部免除者は3,900円

●申込締切日

①７月23日（月）②８月17日（金）

【２.狩猟者（更新者）講習】
●日程　７月20日（金）
●場所　宗像ユリックス・会議室１、２
●対象　平成24年度に有効期間が満了する狩猟免許取得者で、有

効期間の違う他種の免許を持ち、その免許を有効期間が満了する
免許と同時に更新予定の人

●更新料　2,800円
＊２種以上の更新料は１種ごとに2,800円追加

●申込締切日　７月10日（火）

【１.２共通事項】
●主催　県
●時間　9:00～17:00
＊詳しくは問い合わせを

■申込・問い合わせ先　
▽県福岡農林事務所農山村振興課　☎０９２（７３５）６１２３
▽宗像猟友会（占部）　☎（36）０５６４

【３.狩猟免許試験の予備講習会】
●主催　（社）県猟友会
●日時　7月22日（日）12:30〜17:00
●会場　太宰府市いきいき情報センター（太宰府市五条3-1-1）
●内容　法令（銃刀法、火取法、狩猟法）、鳥獣の判別、実技（銃、わな、網）
●受講料　5,000円
●申込締切日　７月５日（木）
■申込・問い合わせ先　宗像猟友会（占部）　☎（36）０５６４

農作物と生活環境を
保護するために

〜狩猟免許試験と講習会〜

＊
申
込
書
は
、
市
役
所
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
子
ど
も
育
成

課
、
各
コ
ミ
セ
ン
で
入
手

か
、
市
ＨＰhttp://w

w
w.

c
ity.m

u
n

a
ka

ta
.

lg.jp/

→
「
市
内
に
お
住

ま
い
の
方
」
→
「
教
育
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
子
育
て

支
援
」
→
「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

in
む
な
か
た
参
加
申
込
用

紙
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
（
市
内
の
小
学
５
～
６

年
生
に
は
全
員
配
布
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
育
成
課

　
子
ど
も
育
成
係

　
☎
（
36
）
１
２
１
４

外
国
人
の
先
生
と

英
語
で
会
話
を
楽
し
み
ま
す

　むなかた「水と緑の会」主催の第10回花壇コンクールが４月
25日に開かれ、応募者９人の中から６人が入賞しました。
＊詳しくは、同会 ＨＰ http://w-and-g.com/→「インフォメーショ
ン」に掲載しています

●福村初代さんのコメント
　花は私にとって心の友です。
道行く人々が、私の花を見て
癒やされたらと思い、日々花
と会話しながら手入れをして
います。近ごろは、花を通し
て友達の輪も広がり、楽しい
日々を過ごしています。

■問い合わせ先　同会事務局（自然環境課内）　☎（36）１１３０

　
市
で
は
、
毎
月
１
回
市
内

３
地
点
で
放
射
線
量
の
測
定

を
開
始
し
、
そ
の
結
果
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。

●
測
定
日
　
毎
月
第
１
月
曜

日
＊
祝
日
の
場
合
は
翌
日

●
場
所

▽
市
役
所
正
面
玄
関
前

▽
赤
間
コ
ミ
セ
ン
玄
関
前

▽
道
の
駅
む
な
か
た
玄
関
前

●
測
定
方
法
　
定
点
測
定

＊
測
定
ポ
イ
ン
ト
を
定
め
、

地
上
１
０
０
セ
ン
チ
で
測

定
●
測
定
機
器
　
エ
ネ
ル
ギ
ー

補
償
型
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
（
富

放
射
線
の

定
点
測
定
を
実
施

デ
ー
タ
を
公
表
し
ま
す

士
通
株
式
会
社
製
）

●
公
表
方
法
　
市
ＨＰhttp 

://w
w

w
.city.m

una 
kata.lg.jp/

→
「
市
内

に
お
住
ま
い
の
方
」→「
放

射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

結
果
」
で
公
表

●
そ
の
他
　
各
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
へ
測

定
機
器
の
貸
出
を
実
施
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

＊
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会

が
定
め
た
放
射
線
量
の
安

全
基
準
は
、
年
間
１
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
。
１
時

間
に
直
す
と
、
０
・
１
１

４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下
で
あ
れ
ば
安
全
基
準

値
以
下
と
な
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
安
全
課

　（
36
）
５
０
５
０



むなかたタウンプレス （16）

　海の道むなかた館の玄関前に７月８日（日）、市内の「飾り
山笠」が集合。市内の山笠
が一堂に会するのは今回が
初めてです。展示は１日限
り。ぜひ、この機会に見て
ください。
＊雨天時は、山笠の展示は

　中止

　
　海の道むなかた館では、「海女」をテーマに、海女の道具の展示、タレントの栗之助
さんと日本海沿岸の海女発祥の地、鐘崎の海女さんとのトークイベントを開催します。
　「海女」という仕事、宗像の海産物、そして、宗像の海とその魅力について、いろい
ろな話をしてもらいます。
　その他、同館の横に「特設！海女の市」を開催。
サザエ、ウニ、アワビなどのおいしい海産物を、
鐘崎漁協磯部会が漁師価格で販売します。
　また、子どもたちが手軽に磯遊びを体験できる

「磯のタッチプール」も設置します（ぬれてもよい
服装か着替えの持参を）。
＊海女の市は9:00から売り切れ次第終了

●日程　7月16日（月・祝）
＊トークイベントは10：00～11：30

●場所　海の道むなかた館（旧アクシス玄海）
（①②共通事項）
■問い合わせ先　海の道むなかた館　☎（62）２６００

県
民
体
育
大
会

　

水
泳
競
技

出
場
者
募
集

＊
い
ず
れ
も
��
メ
ー
ト
ル

▽
少
年
の
部
＝
１
人
１
種
目

ま
で
（
リ
レ
ー
を
除
く
）

＊
標
準
記
録
制
限
あ
り

＊
先
着
��
人

▽
一
般
の
部
＝
１
人
２
種
目

ま
で
（
リ
レ
ー
を
除
く
）

●
参
加
費

▽
17
歳
以
下
と
高
校
生
＝
２

０
０
円

▽
18
歳
以
上
＝
５
０
０
円

■
申
込
方
法
　
７
月
13
日

（
金
）
ま
で
に
、
市
役
所
市

民
活
動
推
進
課
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
推
進
係
へ
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し

込
む

▽
☎
（
36
）
１
５
４
０

▽
①
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
③
性
別
④
生
年
月
日

⑤
学
年
⑥
参
加
種
目
⑦
ベ

ス
ト
記
録
⑧
電
話
番
号
を

明
記
し
て
、
郵
送
（
〒
８

１
１
・
３
４
９
２
／
住
所

不
要
）

▽
FAX
（
36
）
０
２
７
０

▽
メールkatudou@

city.m
 

unakata.fukuoka.jp
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国
・
県
な
ど
か
ら

●
主
催
　
県

●
日
時
　
８
月
26
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
会
場
　
北
九
州
市
立
文
化

記
念
公
園
プ
ー
ル
（
北
九

州
市
小
倉
南
区
田
原
５
・

１
）

●
ク
ラ
ス

▽
少
年
の
部
＝
４
ク
ラ
ス

（
小
学
４
年
生
以
下
、
小

学
５
〜
６
年
生
、中
学
生
、

高
校
生
、
平
成
６
年
４
月

２
日
〜
同
９
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
）

▽
一
般
の
部
＝
10
ク
ラ
ス

（
18
歳
以
上
）

＊
い
ず
れ
も
男
女
別
競
技

●
種
目
　
自
由
形
、
平
泳

ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳

ぎ
、
リ
レ
ー
、
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー

　私たちにたくさんの恵みを与えてくれる海。現在、市では、磯・海洋資源・海を守
る取り組みを実施しています。その一つとして、タレントの栗之助さんを迎えて、大
島で稚魚の放流イベントを開催します。

【③稚魚放流】
●日時　7月16日（月・祝）
　　　　13:30受付、14：00～14:30実施
●場所　うみんぐ大島
●対象　うみんぐ大島入場者

【④夏の大島は魅力がいっぱい！】
　大島の海水浴場は、広すぎず、狭すぎず、子どもと一緒に楽しむのに最適です。
　子どもにとっては、船に乗るのも大きな楽しみの１つ。手軽に「小旅行・大島」へ、
ぜひ来てください。
　また、海洋体験施設「うみんぐ大島」では、釣りの他、シーカヤックやシュノーケ
リングなどの体験（海洋体験）もできます。大人も子どもも楽しめる夏の大島は魅力
がいっぱいです。

（③④共通事項）
■問い合わせ先　うみんぐ大島　☎（72）２３６１

【②海の日特別企画
〜海女の郷まつり〜】

【①山笠集合】

【大島へ行こう】

「海の道むなかた館」と「大島」は
楽しさいっぱい！

「海の道むなかた館」と「大島」は
楽しさいっぱい！

田熊の山笠

●
日
時
　
８
月
６
日
（
月
）

午
前
９
時
45
分
開
会
式
、

同
10
時
〜
正
午
実
施

●
会
場
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
・
ア
ク
ア
ド
ー
ム

市
水
泳
大
会

出
場
者
募
集

●
ク
ラ
ス

▽
小
学
４
年
生
以
下
＝
25

メ
ー
ト
ル
、50
メ
ー
ト
ル
、

１
０
０
メ
ー
ト
ル
個
人
メ

ド
レ
ー

▽
小
学
５
〜
６
年
生
、
中

学
・
高
校
生
＝
50
メ
ー
ト

ル
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
、

２
０
０
メ
ー
ト
ル
個
人
メ

ド
レ
ー

▽
一
般
（
30
歳
未
満
と
30
～

70
歳
以
上
の
６
ク
ラ
ス
）

＝
25
メ
ー
ト
ル
、
50
メ
ー

ト
ル

●
種
目
　
自
由
形
、平
泳
ぎ
、

バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、

個
人
メ
ド
レ
ー
、
リ
レ
ー

市
　
か
　
ら

●
参
加
費

▽
高
校
生
以
下
＝
５
０
０
円

▽
一
般
＝
７
０
０
円

■
申
込
方
法
　
７
月
20
日

（
金
）
ま
で
に
、
市
民
活

動
推
進
課
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
推
進
係
へ
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
む

▽
☎
（
36
）
１
５
４
０

▽
①
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が

な
）③
生
年
月
日
④
学
校
、

ク
ラ
ブ
名
⑤
学
年
⑥
性
別

⑦
参
加
種
目
⑧
ベ
ス
ト
記

録
⑨
電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
郵
送
（
〒
８
１
１
・

３
４
９
２
／
住
所
不
要
）

▽
FAX
（
36
）
０
２
７
０

　
か
つ
て
、
水
俣
湾
や
阿
賀

野
川
な
ど
の
魚
を
た
く
さ
ん

食
べ
、
手
足
に
し
び
れ
な
ど

の
症
状
が
あ
る
人
や
、
そ
の

家
族
、
友
人
な
ど
が
い
ま
し

た
ら
、
７
月
31
日
（
火
）
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
熊
本
県
環
境
生
活
部

　
水
俣
病
保
健
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２

３
０
６

▽
鹿
児
島
県
環
境
林
務
部

　
環
境
林
務
課

　
☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２

５
８
４

▽
新
潟
県
福
祉
保
健
部

　
生
活
衛
生
課

　
☎
０
２
５
（
２
８
０
）
５

２
０
４

「
水
俣
病
等
措
法
に

  

基
づ
く
給
付
申
請
」

受
付
期
限
間
近

●
日
時
　
年
末
年
始
を
除
く

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

●
場
所
　
申
込
者
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
（
県
内
に
限

る
）

●
内
容
　
県
の
施
策
や
事
業

な
ど
１
５
５
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
県
職
員
が
み
な
さ

ん
の
元
へ
伺
い
、
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す

●
対
象
　
お
お
む
ね
20
人
以

上
の
県
民
の
み
な
さ
ん
が

ふ
く
お
か
県
政

出
前
講
座

▽
メールka

tud
o

u@
city.

m
unakata.fukuoka.jp

織幡神社にある「筑前鐘崎海女の像」

実
施
す
る
集
会
な
ど

＊
営
利
、
宗
教
、
政
治
活
動

や
苦
情
・
陳
情
を
目
的
と

す
る
も
の
な
ど
は
対
象
外

●
講
師
派
遣
費
　
無
料

＊
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
県
ＨＰhttp://w

w
w.

pref.fukuoka.lg.jp/

か
問
い
合
わ
せ
先
へ
確
認

を
■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
岡
県
庁

　
県
民
情
報
広
報
課

　
☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

１
０
３

文
化
芸
術

活
動
事
業

●
主
催
　
む
な
か
た
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
メ
イ
ツ

●
練
習
日
時
　

▽
11
月
ま
で
＝
土
曜
日
（
月

２
～
３
回
）

▽
12
月
か
ら
＝
毎
週
土
曜
日

＊
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
��

時
〜
午
後
５
時

市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
参
加
者
募
集

●
練
習
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ

ク
ス
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
●
演
題
　「
さ
よ
な
ら
ジ
ュ

ピ
タ
ー
〜
大
島
も
の
が
た

り
〜
」

●
対
象
　
小
学
２
年
生
以
上

（
初
心
者
も
大
歓
迎
）

●
募
集
人
数
　
50
人

●
参
加
費
　
１
万
円

●
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
日
時
　

７
月
29
日
（
日
）
午
後
１

時
〜
同
５
時

＊
公
演
日
は
平
成
��
年
２
月

��
日
（
日
）

＊
美
術
、衣
装
も
同
時
募
集
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

■
申
込
方
法
　
７
月
25
日

（
水
）
ま
で
に
、
同
メ
イ

ツ（
本
松
）☎
０
９
０（
１

１
９
３
）
１
１
４
０
へ
電

話
で
申
し
込
む

前
回
の
稚
魚
放
流
の
様
子



（17） むなかたタウンプレス

●
講
習
日
時
　
９
月
13
日

（
木
）
～
11
月
６
日
（
火
）

の
火
・
木
曜
日
、
午
後
６

時
30
分
～
同
９
時
（
全
16

回
）

●
場
所
　
同
協
会
（
福
岡
市

東
区
千
早
５
・
３
・
１
）

●
対
象
　
商
業
簿
記
初
心
者

●
定
員
　
先
着
20
人

●
受
講
料
　
１
万
７
５
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
、
資
料

代
含
む
）

■
申
込
方
法
　
７
月
19
日

（
木
）
午
前
9
時
か
ら
、

同
協
会
☎
０
９
２
（
６
７

１
）
６
８
３
１
へ
電
話
で

申
し
込
む

豊かな人権感覚を培おう！　■問い合わせ先　人権対策課　☎（36）１２７０
平成23年度 小・中学生作成の人権標語を毎号紹介します。人権は、「人が生存と自由を確保し、幸福を追求する権利」。みなさん、人権を考えてみませんか。（17〜18ページ）
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●
主
催
　
む
な
か
た
金
海
の

会
●
日
時
　
７
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
～
正
午

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

調
理
実
習
室

●
内
容
　
韓
国
冷
麺
（
水
冷

韓
国
料
理
教
室

受
講
者
募
集

宗
像
五
行
歌
会

会
員
募
集

●
主
催
　
同
会

●
日
時
　
７
月
21
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
同
４
時

●
会
場
　
広
陵
台
２
丁
目
集

会
場
（
広
陵
台
入
口
バ
ス

停
そ
ば
）

●
内
容
　
奇
数
月
の
第
３
土

曜
日
に
歌
会
を
開
催
（
年

６
回
）

＊
五
行
歌
と
は
、
１
行
１
〜

11
文
字
程
度
で
自
分
の
思

い
を
５
行
に
分
け
て
書
く

詩
歌

●
参
加
費
　
５
０
０
円

＊
見
学
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
会
（
杉
本
）

�

☎
（
35
）
０
８
８
３

■問い合わせ・工場見学、モノづくり体験会申込先
　トヨタ自動車九州（株）・PR館　☎０９４９（34）２４００
＊受付時間は9:00～16:30（月〜金曜日）

＊詳しくはＨＰhttp://www.toyota-kyushu.com/を見てください

　トヨタ自動車九州（株）が開催。目玉は、レクサスの組み付
けの様子を見ることができる大人気の工場見学とモノづくり体
験会です。

Happy Summer
“CAR”nival 2012

ハッピー　　　　    サマー

“カー”ニバル

●日程　７月16日（月・祝）
　　　　9:30～16:00
＊雨天決行

●場所　トヨタ自動車九州㈱・
　　　　宮田工場ウイング21・
　　　　PR館（宮若市上有木１）
●内容
①組立工場見学（50分×６回）
②モノづくり体験会＝宮若に残る
追い出し猫伝説を紙芝居で楽し
み、自分だけのオリジナルマス
コットを作ります（50分×６回）

（①②共通事項）
▽定員　各回先着45人

＊７月９日（月）までに事前申込必要。

参加料無料。開始時間は問い合わ

せを

③地元ブラスバンド（マリーブラ
ス）による演奏、地元特産品・
軽食の販売など
④ご当地キャラクターと一緒に写
真撮影
●来場者プレゼント
▽クイズラリーに参加すると景品
を贈呈
▽先着100人にカブトムシを贈呈
＊配布時間は

　9:30〜（50人）、12:30〜（50人）

職
業
訓
練
講
習

「
商
業
簿
記
３
級
」

●
主
催
　
福
岡
地
区
職
業
訓

練
協
会

●
同
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
利
用
し
て
授
業

を
実
施
す
る
国
が
つ
く
っ

た
通
信
制
の
大
学
で
、
自

宅
の
テ
レ
ビ
な
ど
で
学
べ

ま
す
。
無
試
験
で
入
学
で

き
、
学
士
（
教
養
）
の
学

●
主
催
　
県
司
法
書
士
会
福

岡
東
支
部

●
主
催
　
県
社
会
保
険
労
務

士
会

●
日
時

▽
火
・
木
曜
日
＝
正
午
〜
午

後
６
時

▽
第
１
土
曜
日
＝
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

●
内
容
　
労
働
問
題
（
労
働

条
件
、
解
雇
、
残
業
代
未

払
い
な
ど
）
や
年
金
問
題

（
老
齢
年
金
、
障
が
い
年

金
な
ど
）

＊
秘
密
厳
守

●
相
談
方
法

▽
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
＝
☎
０
９

２
（
４
１
４
）
４
８
６
４

▽
面
接
＝
同
会
事
務
所
（
福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

２
・
５
・
28
）

＊
面
接
の
み
要
予
約

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
同
会
事
務
局

　
☎
０
９
２
（
４
１
４
）
４

８
６
４

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

●
第
１
次
試
験
日
程
　
９
月

16
日
（
日
）

●
受
験
区
分
　
一
般
職
試
験

（
高
卒
者
試
験
）

●
対
象

▽
平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
、
高
等
学
校
卒
業
後
、

２
年
以
内
の
人

▽
平
成
25
年
３
月
ま
で
に
高

等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

人
＊
平
成
��
年
４
月
１
日
現

在
、
中
学
卒
業
後
２
年
以

上
５
年
未
満
の
人
も
受
験

可
●
申
込
受
付
期
間
　
７
月
17

日
（
火
）
〜
同
26
日
（
木
）

＊
受
験
案
内
と
申
込
書
は
、

放
送
大
学

��
月
入
学
生
募
集

位
を
取
得
で
き
ま
す

●
科
目
　
心
理
学
、
福
祉
、

経
済
な
ど

＊
大
学
院
あ
り

●
対
象
　
15
歳
以
上
（
全
科

履
修
生
は
18
歳
以
上
）

＊
短
大
、
専
門
学
校
な
ど
か

ら
の
編
入
も
可

●
募
集
締
切
日
　
８
月
31
日

（
金
）

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

先
　
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
９
２
（
４
７
３
）
１

３
６
５

社
労
士
に
よ
る
労
働
・

年
金
の
無
料
相
談

司
法
書
士

無
料
巡
回
法
律
相
談

●
日
時
　
７
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
会
場

▽
古
賀
会
場
＝
古
賀
市
庄
２

０
５
・
サ
ン
コ
ス
モ
古
賀

▽
糟
屋
会
場
＝
糟
屋
郡
粕
屋

町
大
字
長
者
原
２
５
２
・

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容
　
登
記
相
談
、

消
費
者
問
題
、
多
重
債
務

問
題
、
訴
訟
、
成
年
後
見

な
ど

●
定
員
　
各
会
場
先
着
16
人

＊
予
約
優
先

●
予
約
受
付
期
間
　
７
月
２

日
（
月
）
〜
同
20
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
●
そ
の
他
　
同
会
「
福
岡
東

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で

も
各
種
相
談
を
実
施

▽
無
料
電
話
相
談
＝
火
曜
日

の
午
後
６
時
〜
同
８
時

▽
司
法
書
士
の
紹
介
＝
月
〜

金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

＊
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み

■
予
約
・
無
料
電
話
相
談
・

問
い
合
わ
せ
先

　
同
支
部

　
☎
０
９
２
（
６
６
３
）
５

０
５
５

　
こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国

民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
少

年
非
行
の
実
態
を
認
識
し
、

地
域
環
境
の
浄
化
に
心
が
け

る
と
と
も
に
、
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
や
非
行
を
し
た
少
年

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
啓
発
月
間

●
内
容
　
正
し
く
分
か
り
や

す
い
食
品
表
示
が
さ
れ
て

い
る
か
を
、
観
察
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

●
対
象
　
満
20
歳
以
上
の
県

民
で
、
食
品
表
示
に
関
心

が
あ
り
、
巡
回
員
登
録
期

間
内
に
巡
回
活
動
を
実
施

可
能
な
人

＊
巡
回
員
登
録
期
間
は
平
成

��
年
３
月
��
日
（
日
）
ま

で
●
定
員
　
先
着
１
６
０
人

●
申
込
締
切
日
　
７
月
31
日

（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
農
林
水
産
部
食
の
安

全
・
地
産
地
消
課
食
の
安

全
係

　
☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

５
１
８

食
品
表
示
巡
回
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

麺
、
混
冷
麺
）、
と
う
も

ろ
こ
し
の
チ
ヂ
ミ
、
オ
イ

キ
ム
チ

●
講
師
　
宗
政
茜
さ
ん
（
韓

国
料
理
教
室
主
宰
）

●
定
員
　
先
着
20
人

●
受
講
料
　
１
０
０
０
円

●
持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、持
ち
帰
り
用
容
器
、

タ
オ
ル
２
枚（
台
ふ
き
用
、

食
器
用
）、
筆
記
用
具

■
申
込
方
法
　
７
月
13
日

（
金
）
ま
で
に
、同
会
（
東

出
）（
36
）
８
２
４
４
へ

電
話
で
申
し
込
む

＊
不
在
時
は
、
留
守
番
電
話

に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話

番
号
を
録
音
し
て
く
だ
さ

い
。
折
り
返
し
連
絡
し
ま

す

●
主
催
　
県
母
子
家
庭
等
就

医
療
事
務
２
級講

習
会

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

●
日
時
　
９
月
１
日
（
土
）

～
11
月
10
日
（
土
）
の
土

曜
日
（
９
日
間
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

＊
９
月
22
日
、
11
月
３
日
は

休
み

●
会
場
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
・
研
修
室

●
内
容
　
医
療
事
務
実
務
能

力
認
定
試
験
に
向
け
た
知

識
と
技
能
の
習
得

●
対
象
　
母
子
家
庭
の
母
、

か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た

母
●
定
員
　
抽
選
で
20
人

＊
応
募
数
が
10
人
未
満
時
は

中
止

●
受
講
料
　
無
料

＊
別
途
、
検
定
料
、
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
１
万
７
４
０
０

円
程
度
必
要

●
託
児
　
無
料
（
１
歳
〜
就

学
前
）

●
試
験
予
定
日
　
11
月
18
日

（
日
）

●
申
込
方
法
　
８
月
８
日

（
水
）
必
着
で
、
所
定
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー

へ
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
申
し
込
む

▽
郵
送
（
〒
８
１
６
・
０
８

０
４
／
春
日
市
原
町
３
・

１
・
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
受
け
箱
11
号
）

▽
FAX
０
９
２
（
５
８
４
）
３

９
２
３

＊
申
込
用
紙
は
市
役
所
子

ど
も
家
庭
課
で
入
手
か

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
ＨＰhttp://fukuoka-

kenboren.jp/

最
寄
り
の
裁
判
所
で
入
手

可
＊
詳
し
く
は
、
最
高
裁
ＨＰ

http://w
w
w
.courts.

go.jp/

で
確
認
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局

人
事
課
任
用
係

　
☎
０
９
２
（
７
８
１
）
３

１
４
１
（
内
線
３
１
５
９

〜
３
１
６
１
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３

９
３
１

の
立
ち
直
り
を
温
か
い
目
で

見
守
り
つ
つ
、
援
助
の
手
を

さ
し
の
べ
、
明
る
い
社
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
宗
像
保
護
区
保
護
司
会

�

☎
（
36
）
４
１
６
９



むなかたタウンプレス お知らせ・施設

●
そ
の
他
　
し
っ
か
り
と
暑

さ
対
策
を
し
た
動
き
や
す

い
服
装
で
参
加
を

●
申
込
締
切
日
　
７
月
９

日
（
月
）
ま
で
に
、
同
会

事
務
局
（
福
岡
農
林
事
務

所
北
筑
前
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
（
43
）
８
８

３
３
へ
電
話
で
申
し
込
む

（18）

あいさつは　心をつなぐ　あい言葉（篠原　琉
りゅう

汰
た

・玄海東小５年）　　　　　自分たちで　いい花　いい種　みつけよう（壺坂　純
す み

礼
れ

・自由ヶ丘南小４年）

■河東西小子育てサロン／河東西小学
校・体育館2階和室／7月10日（火）
10:00～14:00／河東地区コミュニ
ティ☎（35）1837

■おいでおいでサロン／日の里西小学
校2階・和室／7月10日（火）10:00
～14:00／池淵☎（36）7654

■日の里東子育てサロン／日の里東小
学校・和室／7月10日（火）10:00～
14:00／野田☎090（3415）8096

■玄海子育てサロン「玄きっこ」／玄
海コミセン／7月12日（木）、8月9日

（木）10:00～12:00／同地区コミュ
ニティ☎(62)1642

■子育てサロン自由ヶ丘南／自由ヶ
丘中学校・別棟／7月13日（金）、8月
3日（金）10:00～12:00／牟田☎

（33）8520
■子育てサロン「あひるクラブ」／ 

東郷コミセン／7月17日（火）10:00
～12:00／ 同 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 
☎（36）7711

■日の里子育てサロン／日の里中学校
管理棟1階・地域連携室／7月17日

（火）10:00～15:00／日の里子育
てサロン実行委員会☎090（1348）
9420

■あかまなかよしサロン／赤間コミセ
ン／7月19日（木）10:00～12:00／
同地区コミュニティ☎（39）7051

■子育て自由ヶ丘サロン／自由ヶ
丘コミセン／7月19日（木）10:00
～15:00／ 同 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 
☎（32）5594

■岬子育てサロン「ニコニコくらぶ」
／岬コミセン／7月25日（水）10:00
～13:00／ 同 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 
☎（62）2656

■河東中学校子育てサロン「かすた
ねっと♪」／河東中学校1階・学習室
／7月25日（水）10:00～15:10／ 
河東地区コミュニティ☎（35）1837

■池野子育てサロン「めだかっ子」／
池野コミセン／7月26日（木）10:00
～12:00／ 同 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 
☎（62）2003

■ぬくもりっこ／赤間西コミセン
／7月27日（金）10:00～12:00／ 
同地区コミュニティ☎（38）9506

■まりんらんど／大島コミセン／ 

不定期／豊福☎080（1792）1641
■地島サロン／漁村センター／不定期

／前田☎（62）1260

　男女共同参画推進センター｢ゆい｣で
は、男女共同参画の社会づくりのため
各種講座を開催しています。

【7月の休館日】
7日（土）、8日（日）

【講座の申込方法】
　①講座名②住所③氏名④年代⑤電
話番号⑥託児（5カ月～就学前）を希望
の場合は、子どもの氏名、年齢（○歳○
カ月）を明記して、男女共同参画推進 
センターへ次のいずれかの方法で申し
込む。
▽ハガキ、ファックス、電話、電子申請
（欄外）

【我が家の断捨離
～夫婦で目指す快適生活～】

　数年前から流行語になっている「断
捨離（だんしゃり）」。片付けたいけれど
時間がないという人も多いのではない
でしょうか。今から片付け方法を身に
付けて、年末の大掃除を楽にしましょ
う。夫婦での参加も可。
●日時　8月21日（火）、9月3日（月） 
　　　　10:00～12:00（全2回）
●場所　メイトム宗像・202会議室
●対象　関心のある市民
＊原則、2回とも参加できる人
●講師　だんようこさん（断捨離正規

トレーナー）
●定員　抽選で30人
●受講料　無料
●申込締切日
　8月12日（日）

【パワーポイント初級講座】
　ワード、エクセルの他、パワーポイン
トを使えたら、いろいろと便利です。
サーティファイ認定の検定試験は、メ
イトム宗像で受験ができます。
●日時　9月4日（火）〜同27日（木）の火・

木曜日、9:00～12:00（全8回）
＊10月5日（金）13:00〜15:00開催の
「秋の就活セミナー」は受講必須

●場所　メイトム宗像・102会議室
●講師　全教研メディアパーク・パソ

コン講師
●対象　文字入力ができ、就労を目指

す市民
●定員　抽選で10人
●受講料　9,000円
●教材費　3,500円
●検定料　5,500円
＊検定日は10月2日（火）
●その他　使用ソフトは2007バー 

 ジョン
●申込締切日　8月23日（木）

【7月の休館日】
2日（月）、9日（月）、17日（火）、23日

（月）、26日（木）、30日（月）
＊えほんのへやは7日（土）、8日（日）も
休館日

【赤ちゃんのおはなし会】
　0〜1歳児と保護者が一緒に、わらべ
うたや絵本を楽しみます。入場無料。
●7月5日（木）、12日（木）、19日（木）

11:00～11:30（0歳 児 対 象 ）、
11:30～12:00（1歳 児 対 象 ）／ 
えほんのへや（メイトム宗像内）／お
はなしボランティア「ととけっこう」

【小さい子のためのおはなし会】
　就学前の子ども向けのおはなし会。
入場無料。誰でも参加できます。
●7月6日（金）、13日（金）、20日（金）、

27日（金）11:00～11:30／えほん
のへや（メイトム宗像内）／おはなし
ボランティア「おはなし　あのね！」

【妊婦さんのおはなし会】
　妊婦さんと家族のためのおはなし
会。わらべうたや絵本の読み聞かせな
ど。入場無料。
●7月6日（金）13:30～14:00／えほ

んのへや（メイトム宗像内）／おはな
しボランティア「ととけっこう」、図
書館職員

【おはなし会】
　絵本の読み聞かせやパネルシアター
など。入場無料。誰でも参加できます。

●7月14日（ 土 ）14:30～15:00／ 
えほんのへや（メイトム宗像内）／お
はなしボランティア「ストロベリーラ
ンド」

●7月28日（土）11:00～11:30／深田
分館／おはなしボランティア「お話
げんかい」

【夏の夜語り
〜大人のためのおはなし会〜】

　「むなかた語りの会」による大人向け
のおはなし会です。入場無料。事前申込
不要。
●7月27日（金）19：30〜21：00／宗

像ユリックス図書館

【ママとキッズのなかよしクラブ】
①小さなお母さん〜せんたくごっこ〜
②笑顔がいっぱい〜水遊び〜
●日程　①7月13日（金）
　　　　②8月3日（金）

（①②共通事項）
●時間　10:00〜11:00（9:45受付）
●参加費　無料
＊事前申込不要

【おひさまランチ〜スタミナランチ〜】
●日程　8月18日（土）
●時間　11:30〜
●定員　先着８組
●参加費
▽大人＝250円
▽子ども＝200円
＊除去食、離乳食の対応できます
■申込方法　8月8日（水）10:00から

17:00までに、同保育園へ電話で申
し込む

【おひさまルーム】
　同園が、園庭やプレイルームを開放
します。お母さん同士で情報交換やお
しゃべりをしてリフレッシュしません
か。育児相談も随時実施。事前申込不要。
●日時　7月25日（水）10:00〜11:30

【全共通事項】
●場所　同保育園

平成24年7月1日No.223

男女 共同参画推進センター「ゆい」
〒811-3437　久原180
メイトム宗像内
☎（36）0250、FAX（36）0269

市民図書館
宗像ユリックス☎（37）1321
深 田 分 館☎（62）2346
須 恵 分 館☎（32）8691
えほんのへや☎（36）0212

赤間保育園
☎（32）6246、　 （35）2914FAX

●
主
催
　
ふ
く
と
ぴ
あ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
家
族
会

＊
市
後
援

●
日
時
　
７
月
27
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
同
３
時

●
会
場
　
福
津
市
健
康
福
祉

館
ふ
く
と
ぴ
あ
３
階
・
視

聴
覚
室
（
福
津
市
手
光
南

２
・
１
・
１
）

●
内
容
　
障
が
い
の
対
応
方

法
を
学
び
ま
す

●
講
師
　
永
吉
美
砂
子
さ
ん

（
宗
像
水
光
会
総
合
病
院

医
師
）

●
対
象

▽
宗
像
市
と
周
辺
に
在
住
か

通
勤
し
て
い
る
、
障
が
い

者
（
児
）
と
高
齢
者
の
ケ

ア
に
携
わ
っ
て
い
る
人

▽
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
や

認
知
症
、
障
が
い
者
の
み

な
さ
ん
に
接
し
て
い
る
人

や
、
福
祉
に
関
心
の
あ
る

人
●
定
員
　
先
着
80
人

●
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　
７
月
24
日

（
火
）
ま
で
に
、
同
会
事

務
局
（
板
井
）
☎
０
９
０

（
２
６
７
９
）
８
４
６
８

へ
電
話
で
申
し
込
む

高
次
脳
機
能
障
害
を

考
え
る
講
演
会

●
主
催
　
宗
像
地
区
青
年
農

業
者
会

＊
市
後
援

●
日
程
　
７
月
15
日
（
日
）

●
時
間
　
午
後
３
時
に
Ｊ
Ｒ

福
間
駅
西
口
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
前
集
合
、
同
７
時

ま
で
実
施

●
会
場
　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園

（
福
津
市
上
西
郷
）

●
内
容
　
宗
像
・
福
津
市
に

住
む
青
年
農
業
者
と
消
費

者
の
交
流
を
深
め
る
た
め

に
、
農
業
体
験
を
実
施

▽
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫
体
験

（
雨
天
時
は
ト
マ
ト
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
を
収
穫
）

▽
農
業
ミ
ニ
講
座

▽
青
年
農
業
者
た
ち
と
の
交

流
会
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）

●
対
象
　
農
業
と
食
育
に
興

味
が
あ
る
20
～
30
歳
代
の

男
女
（
子
ど
も
の
同
伴
不

可
）

●
定
員
　
先
着
10
人

●
参
加
費
　
３
０
０
０
円

（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
参
加
費
、

お
土
産
代
）

ふ
れ
あ
い
農
業
体
験

交
流
会

●
主
催
　
宗
像
俳
句
作
家
協

会
＊
市
、
市
教
育
委
員
会
後
援

●
日
時
　
９
月
26
日
（
水
）

正
午
受
付
、
午
後
１
時
〜

同
５
時
実
施

●
会
場
　
福
津
市
中
央
公
民

館
（
福
津
市
手
光
２
２
２

２
）

●
投
句
要
項

▽
２
句
１
組
の
雑
詠
（
未
発

表
の
も
の
に
限
る
）

＊
何
組
で
も
応
募
可

▽
規
定
用
紙
か
２
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
を
使
用

＊
規
定
用
紙
は
同
大
会
事
務

局
へ
電
話
で
請
求
す
る

▽
作
品
の
最
後
に
、
①
郵
便

番
号
②
住
所
③
氏
名
（
俳

号
）
④
電
話
番
号
を
明
記

す
る

●
投
句
料
　
１
０
０
０
円
／

２
句
１
組

●
応
募
方
法
　
７
月
31
日

（
火
）
消
印
有
効
で
、
作

品
に
投
句
料
（
小
為
替
か

現
金
）
を
添
え
て
、
同
大

会
事
務
局
（
池
田
守
一
）

へ
郵
送
（
〒
８
１
１
・
４

１
６
３
／
自
由
ヶ
丘
８
・

４
・
16
）
す
る

＊
同
大
会
当
日
は
、
２
句
投

句
。
午
後
１
時
締
め
切
り

り
で
、
投
句
料
５
０
０
円

必
要

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
大
会
事
務
局
（
池
田
）

　
☎
（
33
）
２
４
９
５

宗
像
総
合
俳
句
大
会

作
品
募
集



むなかたタウンプレス

電子申請は、市ＨＰhttp://www.city.munakata.lg.jp/→市内にお住まいの方→オンラインサービス→電子申請→募集で申し込む

お知らせ・市民・施設

《乳幼児健診》 　　　　　　　　　 　　　子ども家庭課　☎（36）１３６５
健診名 対　象 日にち 受付時間

4カ月健診

H24.  2.16 〜 H24.  2.29生   7月10日（火）

13：30 ～
14：00

H24.  3.  1 ～ H24.  3.15生   7月24日（火）

H24.  3.16 〜 H24.  3.31生   8月  8日（水）

1歳6カ月
健診

H22.12.  1 〜 H22.12.15生   7月12日（木）

H22.12.16 ～ H22.12.31生   7月18日（水）

H23.  1.  1 ～ H23.  1.15生   8月  9日（木）

3歳健診

H21.  6.  1 ～ H21.  6.15生   7月17日（火）

H21.  6.16 ～ H21.  6.30生   7月26日（木）

H21.  7.  1 ～ H21.  7.15生   8月  7日（火）

●場所　メイトム宗像・多目的ホール

《たまご学級》 　　　　　　　　　 　　　子ども家庭課　☎（36）１３６５
コース 内　 容 日にち 受付時間

4コース
ママのおっぱい大好き
〜お腹の中から

赤ちゃんを感じよう〜

7月19日
（木）

13:30〜13:50
働く

パパ・ママ
コース

パパとママ一緒に
子育てについて考えましょう

〜もう子育ては始まってるよ〜

7月14日
（土）

赤ちゃん
お風呂体験

コース

赤ちゃんをお風呂に
　入れるときのポイントを

わかりやすく体験

8月  4日
（土）

 9:45〜 10:00 
13:15 〜 13:30

●全コース予約制　３日前までに要予約
＊赤ちゃんお風呂体験コースはいずれの時間も先着７組
●所要時間　１時間30分〜２時間
●場所　メイトム宗像
＊赤ちゃんお風呂体験コースは日本赤十字九州国際看護大学

●持ってくるもの
▽全コース＝母子健康手帳、筆記用具
▽赤ちゃんお風呂体験コース＝エプロン、タオル

《妊婦と子どもなんでも相談室》　　　　 　     子ども家庭課　☎（36）１３６５
日にち 受付時間 対　象 内　容

7月25日
（水）

9：30 〜
11：00

妊娠期から
4歳まで

妊娠中の食事、おっぱいや離乳食、育
児の相談（離乳食コーナーは10:00から
受付）

●場所　メイトム宗像・多目的ホール（離乳食コーナーは結工房）

《献血》　　　　　　　　　　  　 　　　　 　  健康づくり課　☎（36）１１８７
日にち 場　所 時　間

7月11日（水） 道の駅むなかた   9:30 〜 12:00、13:00 〜 15:30

7月19日（木）
日の里コミセン 10:00 〜 12:00

赤間西コミセン 14:00 〜 16:00

8月  3日（金）
南郷コミセン 10:00 〜 12:00

赤間コミセン 14:00 〜 16:00

《県小児救急医療電話相談》
日にち 時　間 内　容 電話番号

毎日 19:00 ～
翌朝7:00

病気、けが、薬、
応急処置など

▽短縮＝＃8000
▽専用＝☎092(725)2540（福岡）
　　　　☎093(662)6700（北九州）

＊電話がダイヤル回線の人は専用電話番号を利用してください

《宗像医師会病院健診センター健康教室・健康相談》
日にち 時　間 内　容

7月13日（金） 14:00 ～ 16:00 生活習慣病を予防・改善する運動療法
〜レジスタンス運動〜

●場所　宗像地域医療センター３階・講堂（田熊）
●料金　無料 
＊健康相談は同センター２階・健診センターで15:00～16:00実施
■問い合わせ先　宗像医師会病院健診センター　☎（37）０００７

（19）

■俳句、川柳、短歌の各作品を募集しています。７月
10日（火）必着で、①住所②氏名③年齢④電話番号
を明記して、広報・報道係さくひん各コーナーの係
へハガキか郵送（〒811-3492／住所不要）してく
ださい。

＊俳句は特に制限なし
＊川柳は自由吟（雑詠）でハガキに５句以内
＊短歌は作品添削あり。１人３首以内。郵送で返信用

80円切手２枚を添えて郵送
＊８月１日号は「川柳」と「短歌」を掲載します
■問い合わせ先
　秘書課広報・報道係　☎（36）１０５５

端
切
れ
に
も
命
あ
た
え
る
ミ
シ
ン
の
音ね

　
　
　
　
　
　
河
東
　
　
　
　
立
花
千
鶴
子

淋さ
び

し
く
て
子
の
名
を
呼
べ
ど
空
の
星

　
　
　
　
　
　
神
湊
　
　
　
　
高
橋
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オ
ル

ふ
れ
あ
い
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小
腸
の
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る
ご
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赤
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梅
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そ
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落
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う
お
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シ
ョ
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ゆ
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　申込方法の記載がないものは、参加
自由です。

【「ふらこっこ」交流室】
　交流室は、乳幼児と保護者が一緒に
いつでも利用できます。
●開館日　月～金曜日、第2土曜日
＊7月は、第2水曜日（11日）の午後、 

16日（月・祝）が休館
●開館時間　10:00～15:30

【満1歳のお誕生会＆食育ミニ講座】
●日時　7月25日（水）10:30〜12:00
●会場　メイトム宗像・健診室
●対象　7月に1歳になる子どもと保

護者
＊終了後、昼食会あり（弁当持参）

【みんなのひろば
～親子で一緒にじゃれつき遊び～】

●日時　8月1日（水）10:00～11:30
（受付9:45）

●場所　メイトム宗像・健診室
●対象　6カ月以上2歳未満の子ども

と保護者
●内容　じゃれつき遊び、おしゃべり

タイム
●定員　先着30組
●持参品　お茶、タオル、動きやすい服

装で（スカート不可）
●担当団体　NP宗像
＊終了後、もったいないミニ講座あり
♦協働化提案事業♦

【赤ちゃんくらぶ】
　初めての赤ちゃんを子育て中の保護
者を対象に開催。赤ちゃんと一緒に、子

育て支援センター「ふらこっこ」のス
タッフと、日ごろの子育ての悩みや少
し不安に感じていることなどを気軽に
おしゃべりしませんか。パパの参加も
大歓迎です。
●日時　7月28日（土）10:30～12:00
●場所　子育て支援センター「ふら

こっこ」交流室（メイトム宗像
内）

●内容　わらべうた、絵本の読み聞か
せ、赤ちゃんと交流会など

●対象　0～1歳前後の第1子の子ども
と保護者

●定員　先着12組
●持参品　お茶、バスタオル
■申込方法　7月6日（金）10:00から、

子育て支援センターへ次のいずれか
の方法で申し込む

▽☎（37）3741
▽直接窓口

　子育てサロンは、誰でも自由に参加
できます。
＊7月1日（日）～8月10日（金）までの

開催予定を掲載
＊主催者の都合で開催日時の変更や休

みの場合あり
【サロン名／場所／日時／問い合わせ先】
■須恵子育てサロン／須恵公民館／ 

7月3日（火）10:00～14:00／河東
地区コミュニティ☎（35）1837

■子育てサロン「やんちゃぱーく」／赤
間コミセン・ふれあい公園／7月3日

（火）、8月7日（火）10：30～12：00
／NPO法人保育サービス・エンゼル 
☎090（6294）8005

＊外遊びのサロンです。雨天館内
■吉武すくすくサロン／吉武コミセ

ン／7月6日（金）10:00～12:00／ 
同地区コミュニティ☎（32）5904

平成24年7月1日 No.223

７

だより施設だより施設だより施設

子 育て支援センター「ふらこっこ」
メイトム宗像内
☎（37）3741

子育てサロン



緊急連絡先

■なんでも相談
（市役所北館1階・福祉課横）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）2237
＊祝日・年末年始は休み
■心配ごと相談
（市社会福祉協議会）
▽市役所＝第１･2･4木曜日
▽自由ヶ丘コミセン＝奇数月の第3木曜日
▽日の里コミセン＝偶数月の第3木曜日
＊時間はいずれも10:00～15:00
☎（37）1300
＊祝日・年末年始は休み
■こころと生き方の相談
（市役所本館１階・相談室）
月〜金曜日13:00〜17:00
☎（36）1156
メール kokoro@city.munakata.fukuoka.jp
＊面接、電話、メールで相談受付
＊祝日・年末年始は休み
■こころの健康相談
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
第1金曜日、第2〜5水曜日13:30〜16:00
☎（36）2473
＊前日までに要予約、祝日・年末年始は
休み
■福岡いのちの電話相談
（社会福祉法人福岡いのちの電話）
☎092（741）4343
＊24時間受付、年中無休
▽自殺予防いのちの電話＝毎月10日
8:00〜翌8:00 0120（738）556

■補聴器相談
（市役所本館1階・第2相談室）
7月11日（水）10:00～12:00
7月20日（金）10:00～12:00
（市役所本館1階・101会議室）
7月24日（火）10:00～12:00
☎（36）3135
■原爆被害者援護相談
（市役所本館2階・応接室）
第3水曜日13:00〜17:00
☎（36）3135　＊祝日は休み
■エイズ・性感染症の相談・検査
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
毎週火曜日9:00〜11:00
☎（36）6098
＊匿名・無料・予約制、相談は随時、
　祝日は休み

■B.Ｃ型肝炎の相談・検査
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
毎週火曜日9:00〜11:00
☎（36）6098
＊無料・予約制、相談は随時、祝日は休み
■女性の健康相談／面接相談
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
第3金曜日13:00〜16:00
☎（37）4070（専用）
＊予約制、電話相談は随時、祝日は休み
■不妊相談
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
月〜金曜日9:00〜17:00
☎（37）4070（専用）
＊祝日・年末年始は休み

■家庭児童相談
（市役所西館1階・家庭児童相談室）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）1302
＊祝日・年末年始は休み
■児童虐待全国共通ダイヤル
毎日24時間受付
☎0570（064）000
■発達支援センター（メイトム宗像内）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）0224
＊祝日・年末年始は休み
■子育て支援センター「ふらこっこ」
（メイトム宗像内）
月〜金曜日、第2土曜日10:00〜15:30
☎（37）3741
＊第2水曜日午後、祝日・年末年始は休み
■青少年センター（メイトム宗像内）
月〜金曜日9:00〜16:30
☎（36）8303、☎（37）3500
＊祝日・年末年始は休み
■子どもホットライン24
（県福岡教育事務所）
☎092（641）9999
＊24時間受付、年中無休
■乳幼児発達診査
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
偶数月の第1火曜日13:00〜16:00
☎（36）2366
＊予約制、祝日・年末年始は休み

■行政相談
（市役所本館2階・応接室）
第2火曜日10:00〜15:00
（大島行政センター）
第2火曜日13:00〜15:00
☎（36）1272　＊祝日は休み

■交通事故相談
（市役所本館1階・第1相談室）
7月2日（月）、8月6日（月）10:00〜15:00
☎（36）5050
■交通事故相談（県庁）
月〜金曜日9:00〜16:00
☎092（622）0403
＊祝日・年末年始は休み
■民暴特別相談
（県暴力追放運動推進センター・

吉塚合同庁舎5階）
毎月第1・第3水曜日13:30〜16:00
☎092（651)8938　＊祝日を除く

■職業紹介・相談
（市役所北館2階・地域職業相談室）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）1150
＊祝日・年末年始は休み
■就業相談
（男女共同参画推進センター「ゆい」

メイトム宗像内）
第3水曜日10:00〜12:00
☎（36）0250
＊相談日の2日前までに要予約、祝日は
休み
■母子家庭等就業相談
（市役所本館１階・第１相談室）
第1・3水曜日10:00〜15:00
母子家庭等就業・

自立支援センター飯塚ブランチ
☎0948（21）0390
＊予約制、祝日は休み
■職場・労働・子育て中の就職相談
（福岡労働者支援事務所・

福岡西総合庁舎5階）
月〜金曜日8:30〜17:15
＊水曜日は20:00まで
▽労働相談＝☎092(735)6149
▽子育て就職支援＝☎092(735)6150
＊祝日・年末年始は休み

■法律相談
（県庁1階・県民相談室）
第1・3金曜日13:00〜16:00
☎092（643）3333
＊予約制、祝日・年末年始は休み
（男女共同参画推進センター「ゆい」

メイトム宗像内）
第3火曜日13:00〜16:00
☎（36）0250　＊予約制

■消費生活相談
（市消費生活センター）
月〜金曜日、第2・第4土曜日8:30〜17:00
＊土曜日は電話相談のみ
☎（33）5454
＊祝日・年末年始は休み
■養育費電話相談
（県母子家庭等就業・

自立支援センター飯塚ブランチ）
母子家庭の母や離婚協議中の人が対象
月〜金曜日9:00〜16:00
☎0948（21）0390
＊祝日・年末年始は休み
■多重債務電話相談
（県弁護士会）
毎週土曜日10:00〜13:00
☎092（721）6778
＊土曜日が祝日の場合、1月の第1・2土
曜日、12月の第5土曜日は休み

（福岡財務支局）
月〜金曜日9:00〜17:00
☎092（411）7291
＊祝日・年末年始は休み
■国民年金相談
（東福岡年金事務所）
月〜金曜日8:30〜17:15
☎092（651）7129
＊土曜日の開設日時は問い合わせを
▽ねんきん定期便の問い合わせ
☎0570（058）555
▽年金に関する相談
☎0570（05）1165
＊祝日・年末年始は休み
■警察相談（宗像警察署）
月〜金曜日9:00〜17:45
♯9110、☎（37）2000
＊祝日・年末年始は休み

■住宅相談／訪問相談
（住マイむなかた）
月〜金曜日9:00〜16:00
☎（37）2525
＊予約制、祝日・年末年始は休み

むなかたタウンプレス （20）市民・そうだん
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心とからだ

子ども・子育て

行　政

交通事故

仕　事

法　律

その他

宗像管工事協同組合

☎（37）0435

▽24時間受付
▽私有地内工事有料

掲載募集　平成25年９月の掲載分を、７月10日
（火）午前９時から電話で受け付けます。先着５人
まで。対象は掲載時点で満３歳まで。なお、平成
25年８月までの受付は、いっぱいになりました。
■申込先　秘書課広報・報道係　☎（36）１０５５
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おめでとう
お誕生日
おめでとう
お誕生日
おめでとう

7月
平成24年7月1日No.223

　優菜がいてくれるおかげで、家族みんなが
笑顔になれるよ。優菜はみんなの宝物♡　こ
れからも、すくすく育ってね。
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な菜
ち
ゃ
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西
）

平
成
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年
７
月
６
日
生

３歳

　かわいいかわいい美紅♥　３歳おめでとう♥
美紅の笑顔でみんなを癒やしてね！　結愛（ゆ
うあ）・優衣（ゆい）・美紅、３姉妹大好き♥
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ん
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）

平
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月
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生

３歳

　いつも元気で明るい汐里ちゃん。お姉ちゃ
ん二人と、いつまでも仲良くしてくださ 
いね。

光
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　甘えん坊のひかり、ママとパパの宝物です。
これからもお姉ちゃんと一緒に仲良く、すく
すく元気に育ってね。

竹
森 

ひ
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り
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ゃ
ん
（
日
の
里
）

平
成
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年
７
月
��
日
生

２歳

　最近おしゃべりがますます上手になってい
るね♪　これからいろいろなお話聞かせて 
ね☆　家族みんな明日香が大〜好きだよ♡
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上 

明
日
香
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ん
（
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東
）
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成
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